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⑤ -１  打撃工法･････････････････ Ⅱ-３- ⑤ -  1
⑤ -２  中掘工法･････････････････ Ⅱ-３- ⑤ -18

⑥　ドロップハンマ杭打工･････････ Ⅱ-３- ⑥ -  1
⑦　木杭及び矢板打工（人力，ドロップハンマ工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑦ -  1
⑧　泥水運搬工･･･････････････････ Ⅱ-３- ⑧ -  1

第４章　コンクリート工
①　コンクリート工･･･････････････ Ⅱ-４- ① -  1



①　消波根固めブロック工･････････ Ⅲ-１- ① -  1
① -１  消波根固めブロック工･････ Ⅲ-１- ① -  1
① -２  消波根固めブロック工（ブロック撤去工）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-１- ① -13

②　捨　石　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ② -  1
③　消　波　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ③ -  1
④　浚　渫　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ④ -  1

④ -１  ポンプ式浚渫船･･･････････ Ⅲ-１- ④ -  1
④ -２  バックホウ浚渫船･････････ Ⅲ-１- ④ -18

⑤　軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工
　　･････････････････････････････ Ⅲ-１- ⑤ -  1

第２章　河川維持工
①　堤防除草工･･･････････････････ Ⅲ-２- ① -  1
②　堤防天端補修工･･･････････････ Ⅲ-２- ② -  1
③　堤防芝養生工･････････････････ Ⅲ-２- ③ -  1
④　伐木除根工･･･････････････････ Ⅲ-２- ④ -  1
⑤　塵芥処理工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑤ -  1
⑥　ボーリンググラウト工･････････ Ⅲ-２- ⑥ -  1
⑦　粗朶沈床工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑦ -  1
⑧　機械土工（河床等掘削）･････････ Ⅲ-２- ⑧ -  1
⑨　多自然護岸工･････････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1

⑨ -１  巨石積（張）工･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1
⑨ -２  木 杭 打 工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  9
⑨ -３  巨石据付工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -10

⑩　護岸基礎ブロック工･･･････････ Ⅲ-２- ⑩ -  1
⑪　かごマット工･････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1

⑪ -１  かごマット工（スロープ型）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1
⑪ -２  かごマット工（多段積型）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  3

⑫　ブロックマット工･････････････ Ⅲ-２- ⑫ -  1
⑬　野芝種子吹付工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑬ -  1
⑭　袋詰玉石工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑭ -  1
⑮　笠コンクリートブロック据付工････ Ⅲ-２- ⑮ -  1
⑯　グラウトホール工･････････････ Ⅲ-２- ⑯ -  1
⑰　連節ブロックの水中吊落し工･･･ Ⅲ-２- ⑰ -  1
⑱　光ケーブル配管工･････････････ Ⅲ-２- ⑱ -  1

第３章　砂　防　工
①　土　　　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ① -  1
②　コンクリート工･･･････････････ Ⅲ-３- ② -  1

② -１  コンクリート工･･･････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -２  コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-３- ② -  7
② -３  残存型枠工･･･････････････ Ⅲ-３- ② -13

③　仮設備工･････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
④　養生工（練炭）･････････････････ Ⅲ-３- ④ -  1
⑤　石材等採取工（割石，雑割石，野面石採取）
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⑥　銘　板　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑥ -  1
⑦　仮 締 切 工････････････････････ Ⅲ-３- ⑦ -  1

⑦ -１  砂防土砂仮締切・砂防土砂土のう仮締切
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-３- ⑦ -  1

②　型　枠　工･･･････････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -１  型　枠　工･･･････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -２  型枠工（省力化構造）･･･････ Ⅱ-４- ② -  5

③　溶接金網設置工･･･････････････ Ⅱ-４- ③ -  1
④　張りコンクリート工･･･････････ Ⅱ-４- ④ -  1

第５章　仮　設　工
①　仮　設　工･･･････････････････ Ⅱ-５- ① -  1
②　鋼矢板（Ｈ形鋼）工･････････････ Ⅱ-５- ② -  1

② -１  バイブロハンマ工･･････････ Ⅱ-５- ② -  1
② -２  バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工）
　　　 ･････････････････････････ Ⅱ-５- ② -25
② -３  油圧圧入引抜工･･･････････ Ⅱ-５- ② -29
② -４  プレボーリング･･･････････ Ⅱ-５- ② -46

③　矢板工（アースオーガ併用圧入工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ③ -  1
④　鋼矢板（Ｈ形鋼）工（クレーン引抜工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ④ -  1
⑤　鋼矢板施工法選定表（参考）･････ Ⅱ-５- ⑤ -  1

⑤ -１  鋼矢板打込施工法選定表（参考）
　　　 ･････････････････････････ Ⅱ-５- ⑤ -  1
⑤ -２  鋼矢板・Ｈ形鋼引抜施工法選定フロー
　　　 （参考）･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑤ -  4

⑥　仮設材設置撤去工････････････  Ⅱ-５- ⑥ -  1
⑦　足場支保工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  1

⑦ -１  足　場　工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  1
⑦ -２  支　保　工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  4

⑧　締切排水工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑧ -  1
⑨　ウエルポイント工･････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  1
⑩　土 の う 工････････････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  1

⑩ -１  土 の う 工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  1
⑩ -２  大型土のう工･････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  3

⑪　仮橋・仮桟橋工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑪ -  1
⑫　汚濁防止フェンス工･･･････････ Ⅱ-５- ⑫ -  1
⑬　仮囲い設置・撤去工･･･････････ Ⅱ-５- ⑬ -  1

⑬ -１  仮囲い設置・撤去工･･･････ Ⅱ-５- ⑬ -  1
⑬ -２  雪寒仮囲い工･････････････ Ⅱ-５- ⑬ -  3

⑭　仮設防護柵工（切土及び発破防護柵工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ⑭ -  1
⑮　濁水処理工（一般土木工事）･････ Ⅱ-５- ⑮ -  1
⑯　敷鉄板設置・撤去工･･･････････ Ⅱ-５- ⑯ -  1
⑰　防塵処理工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑰ -  1
⑱　仮設電力設備工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑱ -  1
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　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ⑲ -  1
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第１章　舗　装　工
①　路　盤　工･･･････････････････ Ⅳ-１- ① -  1

① -１  路盤工･･･････････････････ Ⅳ-１- ① -  1
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②　アスファルト舗装工･･･････････ Ⅳ-１- ② -  1
② -１  アスファルト舗装工･･･････ Ⅳ-１- ② -  1
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第２章　付 属 施 設
①　防護柵設置工･････････････････ Ⅳ-２- ① -  1
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① -４  車止めポスト設置工･･･････ Ⅳ-２- ① -16
① -５  防雪柵設置及び撤去工･････ Ⅳ-２- ① -18
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第３章　道路維持修繕工
①　路面切削工･･･････････････････ Ⅳ-３- ① -  1

① -１  路面切削工･･･････････････ Ⅳ-３- ① -  1
① -２  切削オーバーレイ工･･･････ Ⅳ-３- ① -  6

②　舗装版破砕工･････････････････ Ⅳ-３- ② -  1
③　舗装版切断工･････････････････ Ⅳ-３- ③ -  1
④　道路打換え工･････････････････ Ⅳ-３- ④ -  1
⑤　路上路盤再生工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑤ -  1
⑥　アスファルト注入工･･･････････ Ⅳ-３- ⑥ -  1
⑦　舗装版クラック補修工･････････ Ⅳ-３- ⑦ -  1
⑧　道路付属構造物塗替工･････････ Ⅳ-３- ⑧ -  1
⑨　張紙防止塗装工・・・・･･･････ Ⅳ-３- ⑨ -  1
⑩　床版補強工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑩ -  1
⑪　橋梁補強工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -  1

⑪ -１  橋梁補強工（鋼板巻立て）（1）
　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -  1

⑦ -２  砂防コンクリート締切･････ Ⅲ-３- ⑦ -  7
⑧　鋼製砂防工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑧ -  1
⑨　砂防ソイルセメント工･････････ Ⅲ-３- ⑨ -  1

第４章　地すべり防止工
①　地すべり防止工･･･････････････ Ⅲ-４- ① -  1

① -１  集水井工（ライナープレート土留工法）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -  1
① -２  集水井工（プレキャスト土留工法）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -  9

① -３  地すべり防止工（集排水ボーリング工）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -14
① -４  地すべり防止工（山腹水路工）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -20
① -５  地すべり防止工（ふとんかご）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -32
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① -７  集排水ボーリング孔洗浄工
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⑪ -２  橋梁補強工（鋼板巻立て）（2）
　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -11
⑪ -３  橋梁補強工（コンクリート巻立て）（1）
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⑫ -２  橋梁補修工（支承取替工）････ Ⅳ-３- ⑫ -  7
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　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -16
⑫ -４  橋梁補修工（表面被覆工（塗装工法））
　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -18
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⑮　道路清掃工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -  1

⑮ -１  路面清掃工（機械清掃）･････ Ⅳ-３- ⑮ -  1
⑮ -２  路面清掃工（人力清掃工）････ Ⅳ-３- ⑮ -  7
⑮ -３  ガードパイプ清掃工･･･････ Ⅳ-３- ⑮ -10

⑯　排水構造物清掃工･････････････ Ⅳ-３- ⑯ -  1
⑯ -１  管渠清掃工，側溝清掃工及び集水桝清掃
　　　   工（組合せ作業）････････ Ⅳ-３- ⑯ -  1
⑯ -２  側溝清掃工（単独作業）･････ Ⅳ-３- ⑯ -  7
⑯ -３  側溝清掃工（人力清掃工）････ Ⅳ-３- ⑯ -10
⑯ -４  集水桝清掃工（単独作業）････ Ⅳ-３- ⑯ -12
⑯ -５  集水桝清掃工（人力清掃工）
　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑯ -16

⑰　トンネル清掃工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑰ -  1
⑱　トンネル照明器具清掃工･･･････ Ⅳ-３- ⑱ -  1
⑲　トンネル漏水対策工･･･････････ Ⅳ-３- ⑲ -  1
⑳　トンネル補修工（ひび割れ補修工（低圧注入工
　　法））････････････････････････ Ⅳ-３- ⑳ -  1
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㉓　路肩整正（人力による土はね）･･･ Ⅳ-３- ㉓ -  1
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　　･････････････････････････････ Ⅳ-３- ㉗ -  1
㉘　横断歩道橋補修工･････････････ Ⅳ-３- ㉘ -  1

第４章　共 同 溝 工
①　共 同 溝 工････････････････････ Ⅳ-４- ① -  1

① -１  共同溝工（1）（構造物単位）
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① -２  共同溝工（2）･･････････････ Ⅳ-４- ① -  7
① -３  防水工・防水層保護工･････ Ⅳ-４- ① -29

②　電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）
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③　情報ボックス工･･･････････････ Ⅳ-４- ③ -  1

第５章　トンネル工

①　トンネル工（ＮＡＴＭ）････････ Ⅳ-５- ① -  1
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① -２  トンネル（ＮＡＴＭ）〔機械掘削工法〕
　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-５- ① -70
① -３  トンネル濁水処理工･･･････ Ⅳ-５- ① -131
① -４  トンネル工（ＮＡＴＭ）仮設備工
　　　（防音扉工）･･････････････ Ⅳ-５- ① -135

②　小断面トンネル工（ＮＡＴＭ）･･･ Ⅳ-５- ② -  1
③　トンネル裏込注入工･･･････････ Ⅳ-５- ③ -  1

第６章　道路除雪工
①　道路除雪工･･･････････････････ Ⅳ-６- ① -  1

第７章　橋　梁　工
①　鋼橋製作工･･･････････････････ Ⅳ-７- ① -  1
②　橋梁塗装工（工場塗装及び塗装前処理）
　　･････････････････････････････ Ⅳ-７- ② -  1
③　鋼橋架設工･･･････････････････ Ⅳ-７- ③ -  1
④　プレビーム桁製作及び架設工･･･ Ⅳ-７- ④ -  1

④ -１  プレビーム桁製作工（現場）
　　　 ･････････････････････････ Ⅳ-７- ④ -  1
④ -２  プレビーム桁架設工･･･････ Ⅳ-７- ④ -10

⑤　鋼橋床版工･･･････････････････ Ⅳ-７- ⑤ -  1
⑥　グレーチング床版架設工及び足場工
　　･････････････････････････････ Ⅳ-７- ⑥ -  1
⑦　ポストテンション桁製作工･････ Ⅳ-７- ⑦ -  1
⑧　プレキャストセグメント主桁組立工
　　･････････････････････････････ Ⅳ-７- ⑧ -  1
⑨　ＰＣ橋架設工･････････････････ Ⅳ-７- ⑨ -  1
⑩　ＰＣ橋片持架設工･････････････ Ⅳ-７- ⑩ -  1
⑪　ポストテンション場所打ホロースラブ橋工
　　･････････････････････････････ Ⅳ-７- ⑪ -  1
⑫　ポストテンション場所打箱桁橋工
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⑬　ＲＣ場所打ホロースラブ橋工･･･ Ⅳ-７- ⑬ -  1
⑭　架設支保工･･･････････････････ Ⅳ-７- ⑭ -  1
⑮　伸縮装置工（鋼製）････････････ Ⅳ-７- ⑮ -  1
⑯　橋梁排水管設置工･････････････ Ⅳ-７- ⑯ -  1
⑰　歩道橋（側道橋）架設工･････････ Ⅳ-７- ⑰ -  1
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第１章　公園植栽工
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②　公園除草工･･･････････････････ Ⅴ-１- ② -  1
③　公　園　工･･･････････････････ Ⅴ-１- ③ -  1



第Ⅵ編　土木工事標準単価及び市場単価

第１章　土木工事標準単価
①　区画線工･････････････････････ Ⅵ-１- ① -  1
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第２章　市 場 単 価
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⑤ - 2　連続鉄筋コンクリート舗装工
　　　 ･･･････････････････････････ Ⅳ- 1 - ⑤ -  6

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 1 - ⑤ -  6
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 1 - ⑤ -  6
3 　舗 設 工･･･････････････････ Ⅳ- 1 - ⑤ -  6
4 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 1 - ⑤ -  9

⑥　踏 掛 版･･･････････････････････ Ⅳ- 1 - ⑥ -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 1 - ⑥ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 1 - ⑥ -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 1 - ⑥ -  2

第 1 章　　舗　装　工



Ⅳ−1−①− ②  4②  4



② 5② 5 Ⅳ−1−①−1 ②  5②  5 Ⅳ−1−①−1

なお，不陸整正については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。



② 6② 6 Ⅳ−1−①−2 ②  6②  6 Ⅳ−1−①−2

コード番号 ＳＰＤ 0 0 1



② 7② 7 Ⅳ−1−①−3 ②  7②  7 Ⅳ−1−①−3



② 8② 8 Ⅳ−1−①−4 ②  8②  8 Ⅳ−1−①−4

コード番号 ＳＰＤ 0 0 5



② 9② 9 Ⅳ−1−①−5 ②  9②  9 Ⅳ−1−①−5

コード番号 ＳＰＤ 0 0 6



② 10② 10 Ⅳ−1−①−6 ②  10②  10 Ⅳ−1−①−6



② 11② 11 Ⅳ−1−①−7 ②  11②  11 Ⅳ−1−①−7

コード番号 ＳＰＤ 0 0 9



② 12② 12 Ⅳ−1−①−8 ②  12②  12 Ⅳ−1−①−8



② 13② 13 Ⅳ−1−①−9 ②  13②  13 Ⅳ−1−①−9



② 14② 14 Ⅳ−1−①−10 ②  14②  14 Ⅳ−1−①−10



② 15② 15 Ⅳ−1−①−11 ②  15②  15 Ⅳ−1−①−11

コード番号 ＳＰＤ 0 1 0



② 16② 16 Ⅳ−1−①−12 ②  16②  16 Ⅳ−1−①−12



② 17② 17 Ⅳ−1−①−13 ②  17②  17 Ⅳ−1−①−13

コード番号 ＳＰＤ００１ＩＣＴ



② 18② 18 Ⅳ−1−①−14 ②  18②  18 Ⅳ−1−①−14



②  19②  19 Ⅳ−1−①−15 ②  19②  19 Ⅳ−1−①−15

コード番号 ＳＰＤ００５ＩＣＴ



② 20② 20 Ⅳ−1−①−16 ②  20②  20 Ⅳ−1−①−16



②  21②  21 Ⅳ−1−①−17 ②  21②  21 Ⅳ−1−①−17

コード番号 ＳＰＤ００９ＩＣＴ



② 22② 22 Ⅳ−1−①−18 ②  22②  22 Ⅳ−1−①−18



② 23② 23 Ⅳ−1−①−19 ②  23②  23 Ⅳ−1−①−19

12章工事日数及び日当り作業量③作業日当り標準作業量」による。



② 24② 24 Ⅳ−1−②−1 ②  24②  24 Ⅳ−1−②−1

なお，路肩舗装については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。



② 25② 25 Ⅳ−1−②−2 ②  25②  25 Ⅳ−1−②−2

コード番号
SPD 0 2 1
SPD 0 2 2
SPD 0 2 3



② 26② 26 Ⅳ−1−②−3 ②  26②  26 Ⅳ−1−②−3



② 27② 27 Ⅳ−1−②−4 ②  27②  27 Ⅳ−1−②−4



② 28② 28 Ⅳ−1−②−5 ②  28②  28 Ⅳ−1−②−5



② 29② 29 Ⅳ−1−②−6 ②  29②  29 Ⅳ−1−②−6



② 30② 30 Ⅳ−1−②−7 ②  30②  30 Ⅳ−1−②−7



② 31② 31 Ⅳ−1−②−8 ②  31②  31 Ⅳ−1−②−8

コード番号
SPD 0 2 5
SPD 0 2 6
SPD 0 2 7



② 32② 32 Ⅳ−1−②−9 ②  32②  32 Ⅳ−1−②−9



② 33② 33 Ⅳ−1−②−10 ②  33②  33 Ⅳ−1−②−10



②  34②  34 Ⅳ−1−②−11 ②  34②  34 Ⅳ−1−②−11

コード番号 ＳＰＤ 0 3 1



② 35② 35 Ⅳ−1−②−12 ②  35②  35 Ⅳ−1−②−12



② 36② 36 Ⅳ−1−②−13 ②  36②  36 Ⅳ−1−②−13

コード番号 ＳＰＤ 0 3 5



② 37② 37 Ⅳ−1−②−14 ②  37②  37 Ⅳ−1−②−14



② 38② 38 Ⅳ−1−③−1 ②  38②  38 Ⅳ−1−③−1



② 39② 39 Ⅳ−1−③−2 ②  39②  39 Ⅳ−1−③−2

コード番号 ＳＰＤ 0 4 1



② 40② 40 Ⅳ−1−③−3 ②  40②  40 Ⅳ−1−③−3



② 41② 41 Ⅳ−1−③−4 ②  41②  41 Ⅳ−1−③−4



② 42② 42 Ⅳ−1−③−5 ②  42②  42 Ⅳ−1−③−5



②  43②  43 Ⅳ−1−③−6 ②  43②  43 Ⅳ−1−③−6

５



② 44② 44 Ⅳ−1−③−7 ②  44②  44 Ⅳ−1−③−7

コード番号 ＳＰＤ 0 4 5



② 45② 45 Ⅳ−1−③−8 ②  45②  45 Ⅳ−1−③−8

コード番号 ＳＰＤ 0 4 9



②  46②  46 Ⅳ−1−③−9 ②  46②  46 Ⅳ−1−③−9



② 47② 47 Ⅳ−1−④−1 ②  47②  47 Ⅳ−1−④−1



② 48② 48 Ⅳ−1−④−2 ②  48②  48 Ⅳ−1−④−2



② 49② 49 Ⅳ−1−④−3 ②  49②  49 Ⅳ−1−④−3



② 50② 50 Ⅳ−1−④−4 ②  50②  50 Ⅳ−1−④−4



② 51② 51 Ⅳ−1−⑤−1 ② 51② 51 Ⅳ−1−⑤−1

踏掛版及び摺付版については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕を参照のこと。



②  52②  52 Ⅳ−1−⑤−2 ② 52② 52 Ⅳ－1－⑤－2

0.81 0.73 1.56 1.08

2.52 1.12 4.85 3.35

5.66 2.98 9.23 6.38

1.42 1.31

0.66

1.42 1.31

1.42 1.31

0.12

令和3年4月1日一部改正



② 53② 53 Ⅳ−1−⑤−3 ② 53② 53 Ⅳ−1−⑤−3



② 54② 54 Ⅳ−1−⑤−4 ②  54②  54 Ⅳ−1−⑤−4



② 55② 55 Ⅳ−1−⑤−5 ②  55②  55 Ⅳ−1−⑤−5



② 56② 56 Ⅳ−1−⑤−6 ② 56② 56 Ⅳ－1－⑤－6



②  57②  57 Ⅳ−1−⑤−7 ② 57② 57 Ⅳ－1－⑤－7

0.50

1.50

1.20

0.12

令和3年4月1日一部改正



②  58②  58 Ⅳ−1−⑤−8 ② 58② 58 Ⅳ－1－⑤－8

0.11

2.40

0.63

0.30

令和3年4月1日一部改正



② 59② 59 Ⅳ−1−⑤−9 ② 59② 59 Ⅳ−1−⑤−9

機械損料



② 60② 60 Ⅳ−1−⑥−1 ②  60②  60 Ⅳ−1−⑥−1



② 61② 61 Ⅳ−1−⑥−2 ②  61②  61 Ⅳ−1−⑥−2

コード番号 ＳＰＤ 0 9 1



② 62② 62 Ⅳ−1−⑥−3 ②  62②  62 Ⅳ−1−⑥−3



② 63② 63 Ⅳ−1−⑥−4 ②  63②  63 Ⅳ−1−⑥−4



② 64② 64 Ⅳ−1−⑥−5 ②  64②  64



② 65② 65 Ⅳ−2−①−

① 防護柵設置工･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  1
① - 1　ガードケーブル設置工･･････ Ⅳ- 2 - ① -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  1
3 　ガードケーブルの種類･･･････ Ⅳ- 2 - ① -  2
4 　機種の選定･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  2
5 　施工歩掛･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  2
6 　材料の使用量･･･････････････ Ⅳ- 2 - ① -  3
7 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  4

① - 2　落石防止網（繊維網）設置工
　　　 ･･･････････････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  6

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  6
2 　施工歩掛･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  6
3 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  6

① - 3　立入り防止柵工････････････ Ⅳ- 2 - ① -  7
1 　立入り防止柵工･････････････ Ⅳ- 2 - ① -  7
1-1 適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  7
1-2 施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -  8
1-3 施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -  9
2 　箱抜き工･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -14
2-1 適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -14
2-2 施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -14
2-3 施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -14
① - 4　車止めポスト設置工･･････ Ⅳ- 2 - ① -16
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -16
2 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -16

① - 5　防雪柵設置及び撤去工･･････ Ⅳ- 2 - ① -18
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -18
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -18
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -19
4 　防雪柵の概念図（参考）･･････ Ⅳ- 2 - ① -21

① - 6 　防雪柵現地張出し・収納工･･･ Ⅳ- 2 - ① -22
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -22
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -22
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -23

4 　参考図（現地収納式防雪柵（吹払式）の
　　概念図）････････････････････ Ⅳ- 2 - ① -24

① - 7　雪崩予防柵設置工･･････････ Ⅳ- 2 - ① -25
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -25
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -26
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -27

① - 8　ボックスビーム設置工･･････ Ⅳ- 2 - ① -31
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -31
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -31
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -32

① -9　遮光フェンス設置工･････････ Ⅳ- 2 - ① -34
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -34
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -34
3 　設置歩掛･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -34
4 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -36
5 　参 考 図･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -37

① -10　落下物等防止柵設置工･･････ Ⅳ- 2 - ① -38
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -38
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ① -38
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ① -39

② しゃ音壁設置工･････････････････ Ⅳ- 2 - ② -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ② -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ② -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ② -  2
4 　支柱取付型式区分（付図）････ Ⅳ- 2 - ② -10
5 　参考資料･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ② -11

③ 路 側 工･･･････････････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  1
③ - 1　路側工（据付け）･･･････････ Ⅳ- 2 - ③ -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  2

③ - 2　路側工（取外し） ･･･････････ Ⅳ- 2 - ③ -  6
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  6
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  6
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 2 - ③ -  6

第 2 章　　付 属 施 設
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設



②  66②  66 Ⅳ−2−①−

④　特殊ブロック設置工･････････････ Ⅳ- 2 - ④ -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ④ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 2 - ④ -  1
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①－３ 立入り防止柵工

１． 立入り防止柵工 

１－１． 適 用 範 囲 

本資料は，立入り防止柵の基礎ブロック，鋼管基礎，金網・支柱,支柱，門扉の設置に適用する。 

１－１－１ 適用出来る範囲 

（１） 基礎ブロック，鋼管基礎（表１．１，表１．２を参照）

（２） 金網・支柱（立入防止柵）（表１．１を参照）

（３） 支柱（立入防止柵）（表１．１を参照）

（４） 門扉（表１．２を参照）

表１．１ 適用範囲（金網柵）

構造物種別
支柱柵高 2.0m以下 2.0mを超え 2.5m以下

支柱間隔 1.5m 2.0m 1.5m 2.0m

金網柵

基礎設置
基礎ブロック ○ ×

鋼管基礎 ○ ○

支柱設置
基礎ブロックに建込 ○ ×

鋼管基礎に建込 ○ ○

金網設置 金網 ○ ○ ○ ○

（注）１．上表において，○は適用出来る，×は適用出来ないを示している。

２．鋼管基礎は，鋼管径 114.3mm以下かつ鋼管長 1,250mm以下の場合のみ適用出来る。

表１．２ 適用範囲（門扉）

構造物種別

区分 片開き門扉 両開き門扉

門柱高 2.0m以下
2.0mを超え

2.5m以下

2.5mを超え

3.0m以下
3.0m以下

門扉幅 1.0m 6.0m以下

門扉
基礎設置

基礎ブロック ○ ○

鋼管基礎 ○ ○ × ×

門扉設置 門扉 ○ ○ × ○

（注）１．上表において，○は適用出来る，×は適用出来ないを示している。

２．鋼管基礎は，鋼管径 114.3mm以下かつ鋼管長 1,250mm以下の場合のみ適用出来る。

１－１－２ 適用出来ない範囲

（１）ベースプレート式の場合

（２）撤去の場合

（３）再利用設置の場合
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１－２． 施 工 概 要 

１－２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

（１）立入り防止柵設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

 

（２）門扉設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 
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１－３． 施工パッケージ 

１－３－１ 基礎ブロック，鋼管基礎 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 基礎ブロック，鋼管基礎 積算条件区分一覧 

（積算単位：基） 

基礎種別 構造物種別 
支柱柵高 

門柱高 
基礎砕石 

基礎ブロック 

金網柵 － 
無し 

有り（t=10cm） 

門扉 － 

無し 

有り（t=10cm） 

有り（t=20cm） 

鋼管基礎 － 
2m以下 

－ 
2mを超え 2.5m以下 

（注）１．上表は，立入防止柵または門扉のプレキャスト基礎ブロックまたは鋼管基礎の設置，基礎砕石，

作業土工（床掘り・埋戻し）の他，コンクリートブレーカ（鋼管基礎），空気圧縮機賃料及び運転

経費（鋼管基礎）等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．砕石の材料ロスを含む。 

３．基礎砕石の敷均し厚は，金網柵用は 10cm以下，門扉用は 20cm以下を標準としており，これによ

り難い場合は別途考慮する。 

４．基礎砕石の材料は，再生クラッシャラン 40～0mmを標準としており，これにより難い場合は別途

考慮する。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 基礎ブロック，鋼管基礎 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

小型バックホウ（クローラ型）[標準型・クレーン

機能付き・排出ガス対策型（第 2次基準値）]山積

0.11m3（平積 0.08m3）吊能力 0.8t 

基礎ブロックで門扉の場合 

油圧ブレーカ バケット容量 0.1m3 対応（ベース

マシン含む） 

・賃料 

・鋼管基礎で支柱柵高・門柱高

2mを超え 2.5m以下の場合 

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ 土木一般世話役  

Ｒ３ 特殊作業員 鋼管基礎の場合 

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 

基礎ブロック フェンス用ブロック 

20×20×45(cm) 
基礎ブロックの場合 

鋼管基礎 φ101.6×3.2×600 支柱柵高・門柱高 2m以下の場合 

鋼管基礎 φ101.6×3.2×1,050 支柱柵高・門柱高 2m超えの場合 

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油 

・基礎ブロックで門扉の場合 

・鋼管基礎で支柱柵高・門柱高

2mを超え 2.5m以下の場合 

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  
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１－３－２ 金網・支柱（立入防止柵） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 金網・支柱（立入防止柵） 積算条件区分一覧 

（積算単位：ｍ） 

基礎種別 支柱柵高 支柱間隔 

基礎ブロック － 
1.5 m 

2 m 

鋼管基礎 

2m以下 
1.5 m 

2 m 

2mを超え 2.5m以下 
1.5 m 

2 m 

（注）１．立入防止柵の支柱設置，金網設置（胴縁取付・金網張立・張線設置），充填材（モルタル）

の混練及び打設等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

ただし，金網・支柱本体の材料費は含まない。 

２．忍び返し，有刺鉄線設置は別途考慮する。 

３．金網・支柱本体の材料費は別途計上する。  

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．４ 金網・支柱（立入防止柵） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ －  

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ 土木一般世話役  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ －  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

１－３－３ 金網・支柱（立入防止柵）（材料費） 

（１）条件区分 

金網・支柱（立入防止柵）（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は，ｍとする。 
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（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 金網・支柱（立入防止柵） 積算条件区分一覧 

（積算単位：ｍ） 

基礎種別 支柱柵高 支柱間隔 

基礎ブロック － 
1.5 m 

2 m 

鋼管基礎 

2m以下 
1.5 m 

2 m 

2mを超え 2.5m以下 
1.5 m 

2 m 

（注）１．立入防止柵の支柱設置，金網設置（胴縁取付・金網張立・張線設置），充填材（モルタル）

の混練及び打設等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

ただし，金網・支柱本体の材料費は含まない。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
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１－３－２ 金網・支柱（立入防止柵） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 
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１－３－４ 支柱（立入防止柵） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．５ 支柱（立入防止柵） 積算条件区分一覧 

（積算単位：本） 

基礎種別 支柱柵高 

基礎ブロック － 

鋼管基礎 
2m以下 

2mを超え 2.5m以下 

（注）１．支柱設置，充填材（モルタル）の混練及び打設等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費

（損料等を含む）を含む。ただし，支柱本体の材料費は含まない。 

２．支柱本体の材料費は別途計上する。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．６ 支柱（立入防止柵） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ －  

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ 土木一般世話役  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ －  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

 

１－３－５ 支柱（立入防止柵）（材料費） 

（１）条件区分 

支柱（立入防止柵）（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は，本とする。 

 

 

②  78②  78 Ⅳ−2−①−12

コード番号 ＳＰＤ 1 3 1

コード番号 ＳＰD 1 3 2

コード番号 ＳＰＤ 1 3 1

コード番号 ＳＰD 1 3 2



②  79②  79 Ⅳ−2−①−13

Ⅳ-2-①-16 

１－３－６ 門扉 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．７ 門扉 積算条件区分一覧 

（積算単位：基） 

門扉種別 門柱高 

片開き 
2m以下 

2mを超え 2.5m以下 

両開き － 

（注）１．門柱の建込み，充填材（モルタル）の混練及び打設，門扉上部の張線設置

等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

ただし，門扉本体の材料費は含まない。 

２．基礎の設置は含まない。 

３．忍び返し，有刺鉄線設置は別途考慮する。 

４．門扉本体の材料費は別途計上する。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．８ 門扉 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ －  

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ 土木一般世話役  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ －  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

 

１－３－７ 門扉（材料費） 

（１）条件区分 

門扉（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は，基とする。 

 

②  79②  79 Ⅳ−2−①−13

コード番号 ＳＰＤ 1 3 5

コード番号 ＳＰＤ 1 3 6

Ⅳ-2-①-16 

１－３－６ 門扉 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．７ 門扉 積算条件区分一覧 

（積算単位：基） 

門扉種別 門柱高 

片開き 
2m以下 

2mを超え 2.5m以下 

両開き － 

（注）１．門柱の建込み，充填材（モルタル）の混練及び打設，門扉上部の張線設置

等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

ただし，門扉本体の材料費は含まない。 

２．基礎の設置は含まない。 

３．忍び返し，有刺鉄線設置は別途考慮する。 

４．門扉本体の材料費は別途計上する。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．８ 門扉 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ －  

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ 土木一般世話役  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ －  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

 

１－３－７ 門扉（材料費） 

（１）条件区分 

門扉（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は，基とする。 

 

Ⅳ-2-①-16 

１－３－６ 門扉 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．７ 門扉 積算条件区分一覧 

（積算単位：基） 

門扉種別 門柱高 

片開き 
2m以下 

2mを超え 2.5m以下 

両開き － 

（注）１．門柱の建込み，充填材（モルタル）の混練及び打設，門扉上部の張線設置

等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

ただし，門扉本体の材料費は含まない。 

２．基礎の設置は含まない。 

３．忍び返し，有刺鉄線設置は別途考慮する。 

４．門扉本体の材料費は別途計上する。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．８ 門扉 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ －  

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 普通作業員  

Ｒ２ 土木一般世話役  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ －  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

 

１－３－７ 門扉（材料費） 

（１）条件区分 

門扉（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は，基とする。 

 

コード番号 ＳＰＤ 1 3 5

コード番号 ＳＰＤ 1 3 6



② 80② 80 Ⅳ−2−①−14

Ⅳ-2-①-19

２． 箱抜き工 

２－１． 適 用 範 囲 

本資料は，防護柵の支柱をコンクリート構造物に根入れするために，コンクリート打設に先立ち施工する円形空

洞型枠（紙製）による箱抜き工に適用する。 

２－２． 施 工 概 要 

２－２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２－３． 施工パッケージ 

２－３－１ 箱抜き 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

表３．１ 箱抜き 積算条件区分一覧 

（積算単位：ｍ） 

型枠の規格 

（表 3.2） 

（注）１．円形空洞型枠設置・撤去等，その施工に必要な全ての労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．円形空洞型枠の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.05） 

表３．２ 型枠の規格 

積算条件 区分 

型枠の規格 

D75 

D100 

D125 

D150 

D200 

各 種 

箱

抜

き

設

置

（
円
形
空
洞
型
枠
据
付
）

コ

ン

ク

リ

ー

ト

打

設

養

生

箱

抜

き

撤

去

（
円
形
空
洞
型
枠
撤
去
）

コード番号 ＳＰＤ 1 3 8



② 81② 81 Ⅳ−2−①−15

Ⅳ-2-①-20

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

表３．３ 箱抜き 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ － 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ － 

Ｒ３ － 

Ｒ４ － 

材料 

Ｚ１ 円形型枠 内径 100×2.7×4,000(mm) 

Ｚ２ － 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 

 

２－４． 施工単価入力基準表

（１）箱抜き

パッケージコード CB420860 施 工 単 位 ｍ

施 工 区 分 入 力 条 件

各 種

Ｊ１

型枠の規格

（表 4.1）

（注）１．本コードは，円形空洞型枠の材料ロスを含んでいるため，施工量は，ロス率を含まない数量を入

力すること。

２．Ｊ１条件で⑥を選択した場合は，円形空洞型枠（Y-0468001）［円／ｍ］を単価登録すること。

３．円形空洞型枠は，全損とする。

表４．１ 型枠の規格

規 格 入力番号

D75 ①

D100 ②

D125 ③

D150 ④

D200 ⑤

各 種 ⑥

（注）１．円形空洞型枠の材料ロスを含んでいるため，施工量は，ロス率を含まない数量を入力すること。

２．J1 条件で⑥を選択した場合は，円形空洞型枠［円／ｍ］を単価登録すること。

３．円形空洞型枠は，全損とする。



② 82② 82 Ⅳ−2−①−16

Ⅳ-2-①-21

①－４ 車止めポスト設置工

１． 適 用 範 囲 

本資料は，車止めポストの設置に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－1 車止めポスト設置 

（１）ピラー型，固定式および取外し式，鋼製及びステンレス 

製でφ110㎜～φ130mm，L＝1.1ｍ～1.5ｍのもの 

１－２ 適用出来ない範囲 

１－２－１ 車止めポスト設置 

（１）車止めポストを撤去，撤去再設置する場合 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

３． 施工パッケージ  

３－１ 車止めポスト設置 

（１）条件区分 

車止めポスト設置における積算条件区分はない。 

積算単位は，本とする。 

（注）１．車止めポストの設置における支柱設置，間詰モルタルの設置の他，スコップ・コテ・撹拌容器・一

輪車・水平器等の器具の費用及びモルタルの材料費等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費

（損料等を含む）を含む。 

２．基礎の設置は含まない。 

機

材

搬

入

車

止

め

ポ

ス

ト

設

置

掘

削

基

礎

設

置

機

材

搬

出

図１－１ 参考図 

コード番号 ＳＰＤ １４１



②  83②  83 Ⅳ−2−①−17

②  80②  80 Ⅳ−2−①−14

コード番号 ＳＰＤ 1 4 1

表３.１車止めポスト　設置代表機労材規格一覧

②  80②  80 Ⅳ−2−①−14

コード番号 ＳＰＤ 1 4 1



② 84② 84 Ⅳ−2−①−18 ②  81②  81 Ⅳ−2−①−15



② 85② 85 Ⅳ−2−①−19 ②  82②  82 Ⅳ−2−①−16

コード番号 ＳＰＤ 1 4 5



② 86② 86 Ⅳ−2−①−20 ②  83②  83 Ⅳ−2−①−17

コード番号 ＳＰＤ 1 4 6



② 87② 87 Ⅳ−2−①−21 ②  84②  84 Ⅳ−2−①−18



②  88②  88 Ⅳ−2−①−22 ②  85②  85 Ⅳ−2−①−19

Ⅳ-2-①-28

張出し作業 収納作業

①－６ 防雪柵現地張出し・収納工

１． 適 用 範 囲

本資料は，現地収納式防雪柵の張出し及び収納に適用する。また，防雪柵の種類及び収納方式，柵高・支間長は，

次表を標準とする。

表１．１ 防雪柵の種類及び柵高・支間長

種 類 収 納 方 式 柵 高 支 間 長

吹払式

又は

吹止式

支柱・防雪板下部収納

（連動型・単動型）
5.5 m以下 4.0 m以下

（注）１．柵高は，張出し状態における支柱固定端から支柱・防雪板を問わず最上端となるまでの高さ

とする。

２．支間長は，支柱の中心間長さとする。

２． 施 工 概 要

施工フローは，下記を標準とする。

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。
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Ⅳ-2-①-28

張出し作業 収納作業

①－６ 防雪柵現地張出し・収納工

１． 適 用 範 囲

本資料は，現地収納式防雪柵の張出し及び収納に適用する。また，防雪柵の種類及び収納方式，柵高・支間長は，

次表を標準とする。

表１．１ 防雪柵の種類及び柵高・支間長

種 類 収 納 方 式 柵 高 支 間 長

吹払式

又は

吹止式

支柱・防雪板下部収納

（連動型・単動型）
5.5 m以下 4.0 m以下

（注）１．柵高は，張出し状態における支柱固定端から支柱・防雪板を問わず最上端となるまでの高さ

とする。

２．支間長は，支柱の中心間長さとする。

２． 施 工 概 要

施工フローは，下記を標準とする。

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。
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②  89②  89 Ⅳ−2−①−23

Ⅳ-2-①-29

３． 施工パッケージ

３－１ 防雪柵現地張出し・収納

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．１ 防雪柵現地張出し・収納 積算条件区分一覧 

（積算単位：ｍ） 

作業区分 防雪柵高さ（種類） 

張出し 
4.3m以下（吹払式・吹止式） 

4.3mを超え 5.5m以下（吹止式） 

収納 
4.3m以下（吹払式・吹止式） 

4.3mを超え 5.5m以下（吹止式） 

（注）上表は，冬期安全施設における現地収納式防雪柵の張出し・収納の他，脚立及びレンチの損料等，

その施工に必要な全ての労務・材料費(損料等を含む)を含む。 

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．２ 防雪柵現地張出し・収納 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

K1 －

K2 －

K3 －

労務

R1 普通作業員

R2 土木一般世話役

R3 －

R4 －

材料

Z1 －

Z2 －

Z3 －

Z4 －

市場単価 S －

②  86②  86 Ⅳ−2−①−20

コード番号 ＳＰＤ 1 5 1

②  86②  86 Ⅳ−2−①−20

コード番号 ＳＰＤ 1 5 1



② 90② 90 Ⅳ−2−①−24

Ⅳ-2-①-30

４． 参考図 

（１）吹払式（連動型）

（２）吹払式（単動型）

（３）吹止式（連動型・単動型）

連動型：防雪板全数を同時に張出・収納するタイプ 

単動型：防雪板を一枚ごとに張出・収納するタイプ 

張出時 

連動型：防雪板全数を同時に張出・収納するタイプ 

単動型：防雪板を一枚ごとに張出・収納するタイプ 

張出時 

張出時 



② 91② 91 Ⅳ−2−①−25 ②  88②  88 Ⅳ−2−①−22



② 92② 92 Ⅳ−2−①−26 ②  89②  89 Ⅳ−2−①−23



② 93② 93 Ⅳ−2−①−27 ②  90②  90 Ⅳ−2−①−24

５．本施工パッケージには，簡易ケーブルクレーンの運転を含んでいるが，設置・撤去については

　「３−６簡易ケーブルクレーン（1t 吊）設置・撤去」により別途計上する。

コード番号 ＳＰＤ 1 5 5
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② 95② 95 Ⅳ−2−①−29 ②  92②  92 Ⅳ−2−①−26

コード番号 ＳＰＤ 1 5 9

コード番号 ＳＰＤ 1 6 0

コード番号 ＳＰＤ 1 6 1



② 96② 96 Ⅳ−2−①−30 ②  93②  93 Ⅳ−2−①−27

コード番号 ＳＰＤ 1 6 3



② 97② 97 Ⅳ−2−①−31

Ⅳ-2-①-39

①－８ ボックスビーム設置工

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ボックスビームの設置に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）ボックスビーム設置（材料込みの新設設置）

（２）再利用設置の場合（設置手間のみの流用品）

１－２ 適用出来ない範囲 

（１）撤去の場合

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）本施工パッケージで対応しているのは,二重実線部分のみである。 
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② 98② 98 Ⅳ−2−①−32 ②  98②  98 Ⅳ−2−①−32

コード番号 ＳＰＤ 1 7 1



②  99②  99 Ⅳ−2−①−33 ②  99②  99 Ⅳ−2−①−33



②  100②  100 Ⅳ−2−①−34 ②  100②  100 Ⅳ−2−①−34

①－９



②  101②  101 Ⅳ−2−①−35 ②  101②  101 Ⅳ−2−①−35



②  102②  102 Ⅳ−2−①−36 ②  102②  102 Ⅳ−2−①−36



②  103②  103 Ⅳ−2−①−37 ②  103②  103 Ⅳ−2−①−37



②  104②  104 Ⅳ−2−①−38

Ⅳ-2-①-48 

①－10 落下物等防止柵設置工 

 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，橋梁等からの落下物により，沿道に支障がある場合に設置する落下物等防止柵のうち，投下物防止柵

を設置する場合に適用する。なお，落下物等防止柵の種類は次による。 

（１）投下物防止柵 ：跨道橋等から石，空缶類，その他物品等が落下して下方の道路等における走行車輌等の

安全を阻害することのないよう路側に設置するもの 

（２）積荷転落防止柵：道路から車輌積載物等が下方の鉄道，道路，建築物等へ落下し，被害が及ぶことを阻止

するために路側に設置するもの 

 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）投下物防止柵を壁高欄（天端または内側側面）に設置し，柵の天端高さがを路面から2.0mの場合 

１－２ 適用出来ない範囲 

（１）積荷転落防止柵を設置する場合 

（２）柵の支柱を壁高欄外側側面または鋼製高欄等へ取付ける場合 

（３）金網がエキスパンドメタル・菱形金網以外の場合 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．足場等が必要な場合は，別途計上する。 
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３． 施工パッケージ 

３－１ 落下物等防止柵 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 落下物等防止柵 積算条件区分一覧 

（積算単位：ｍ） 

アンカーボルト設置の有無 

有り 

無し 

（注）１．落下物等防止柵のアンカーボルト設置（コンクリート削孔を含む），現場内小運搬の他，電動

ハンマドリル，インパクトレンチ，脚立の損料及び電力に関する経費等，その施工に必要な全て

の労務・材料費（損料等を含む）を含む。ただし，落下物等防止柵（材料費），アンカーボルト

（材料費）は含まない。 

２．落下物等防止柵の材料費は，別途計上する。 

３．アンカーボルトの材料費は，必要に応じ別途計上する。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 落下物等防止柵 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 －  

K2 －  

K3 －  

労務 

R1 普通作業員  

R2 土木一般世話役  

R3 特殊作業員 アンカーボルト設

置有りの場合 

R4 －  

材料 

Z1 －  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

 

３－２ 落下物等防止柵（材料費） 

（１）条件区分 

落下物等防止柵（材料費）における積算条件区分はない。 

積算単位は，ｍとする。 

 

コード番号 ＳＰＤ 1 9 2

コード番号 ＳＰＤ 1 9 1
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コード番号 ＳＰＤ 2 0 3

コード番号 ＳＰＤ 2 0 4



② 108② 108 Ⅳ−2−②−3 ②  108②  108 Ⅳ−2−②−3

コード番号 ＳＰＤ 2 0 6

コード番号 ＳＰＤ 2 0 1



② 109② 109 Ⅳ−2−②−4 ②  109②  109 Ⅳ−2−②−4

コード番号 ＳＰＤ 2 1 1

コード番号 ＳＰＤ 2 1 2



② 110② 110 Ⅳ−2−②−5 ②  110②  110 Ⅳ−2−②−5

コード番号 ＳＰＤ 2 0 8



② 111② 111 Ⅳ−2−②−6 ②  111②  111 Ⅳ−2−②−6

コード番号 ＳＰＤ 2 0 9

コード番号 ＳＰＤ 2 2 5

コード番号 ＳＰＤ 2 2 3



② 112② 112 Ⅳ−2−②−7 ②  112②  112 Ⅳ−2−②−7

コード番号 ＳＰＤ 2 1 4

コード番号 ＳＰＤ 2 1 5



② 113② 113 Ⅳ−2−②−8 ②  113②  113 Ⅳ−2−②−8

コード番号 ＳＰＤ 2 1 7

コード番号 ＳＰＤ 2 1 8
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コード番号 ＳＰＤ 2 2 0

コード番号 ＳＰＤ 2 2 1



② 115② 115 Ⅳ−2−②−10 ②  115②  115 Ⅳ−2−②−10



② 116② 116 Ⅳ−2−②−11 ②  116②  116 Ⅳ−2−②−11



② 117② 117 Ⅳ−2−②−12 ②  117②  117 Ⅳ−2−②−12



② 118② 118 Ⅳ−2−②−13 ②  118②  118 Ⅳ−2−②−13



② 119② 119 Ⅳ−2−③−1 ②  119②  119 Ⅳ−2−③−1

歩車道境界ブロック，縁石を用いた現場打ちＬ型水路の基礎コンクリートについては，土木工事標準積算基準

〔Ⅲ〕を参照のこと。

③路側工



② 120② 120 Ⅳ−2−③−2 ②  120②  120 Ⅳ−2−③−2

コード番号 ＳＰＤ 2 4 1
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② 122② 122 Ⅳ−2−③−4 ②  122②  122 Ⅳ−2−③−4

コード番号 ＳＰＤ 2 4 5



② 123② 123 Ⅳ−2−③−5 ②  123②  123 Ⅳ−2−③−5



② 124② 124 Ⅳ−2−③−6 ②  124②  124 Ⅳ−2−③−6

コード番号 SPD 2 3 1
SPD 2 3 5



② 125② 125 Ⅳ−2−③−7 ②  125②  125 Ⅳ−2−③−7
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コード番号 ＳＰＤ 2 5 1
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② 128② 128 Ⅳ−2−⑤−1 ②  128②  128 Ⅳ−2−⑤−1



② 129② 129 Ⅳ−2−⑤−2 ②  129②  129 Ⅳ−2−⑤−2



② 130② 130 Ⅳ−2−⑤−3 ②  130②  130 Ⅳ−2−⑤−3

コード番号 ＳＰＤ 2 5 5



② 131② 131 Ⅳ−2−⑤−4 ②  131②  131 Ⅳ−2−⑤−4

コード番号 ＳＰＤ 2 5 6



② 132② 132 Ⅳ−2−⑥−1 ②  132②  132 Ⅳ−2−⑥−1



② 133② 133 Ⅳ−2−⑥−2 ②  133②  133 Ⅳ−2−⑥−2

４．排水桝Ａを選択した場合は，排水桝Ａ（材料費）により材料費

　を別途計上する。

コード番号 ＳＰＤ 2 6 1



② 134② 134 Ⅳ−2−⑥−3 ②  134②  134 Ⅳ−2−⑥−3

コード番号 ＳＰＤ 2 6 2



② 135② 135 Ⅳ−2−⑥−4 ②  135②  135 Ⅳ−2−⑥−4

コード番号 ＳＰＤ 2 6 3



② 136② 136 Ⅳ−2−⑥−5 ②  136②  136 Ⅳ−2−⑥−5

コード番号 ＳＰＤ 2 6 5

コード番号 ＳＰＤ 2 6 6



② 137② 137 Ⅳ−2−⑦−1 ②  137②  137 Ⅳ−2−⑦−1



② 138② 138 Ⅳ−2−⑦−2 ②  138②  138 Ⅳ−2−⑦−2

コード番号 ＳＰＤ 2 7 1

コード番号 ＳＰＤ 2 7 2



② 139② 139 Ⅳ−2−⑦−3 ②  139②  139 Ⅳ−2−⑦−3



② 140② 140 Ⅳ−2−⑧−1 ②  140②  140 Ⅳ−2−⑧−1



② 141② 141 Ⅳ−2−⑧−2 ②  141②  141 Ⅳ−2−⑧−2



② 142② 142 Ⅳ−2−⑧−3 ②  142②  142 Ⅳ−2−⑧−3

　のコンクリート，型枠を「第Ⅱ編第４章①コンクリート工，② -1 型枠工」により別途計上する。

し後の殻運搬を「第Ⅵ編第１章④構造物とりこわし工，第Ⅱ編第２章㉕殻運搬」により別途計上すること。

なお，とりこわし後の殻運搬は，構造物のとりこわし前の体積を施工数量とする。

コード番号 ＳＰＤ 2 7 5



② 143② 143 Ⅳ−2−⑧−4 ②  143②  143 Ⅳ−2−⑧−4

コード番号 ＳＰＤ 2 7 6
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② 145② 145 Ⅳ−2−⑨−2 ②  145②  145 Ⅳ−2−⑨−2
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コード番号 ＳＰＤ 2 8 1

コード番号 ＳＰＤ 2 8 2
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Ⅳ−3−①− ②  150②  150

㉓　路肩整正（人力による土はね）････ Ⅳ- 3 - ㉓ -  1
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2 　接着剤塗布歩掛･････････････ Ⅳ- 3 - ㉔ -  1
3 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 3 - ㉔ -  1
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5 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 3 - ㉖ -  2
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② 151② 151 Ⅳ−3−①−1 ②  151②  151 Ⅳ−3−①−1

なお，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。



② 152② 152 Ⅳ−3−①−2 ②  152②  152 Ⅳ−3−①−2

コード番号 ＳＰＤ 3 0 1



② 153② 153 Ⅳ−3−①−3 ②  153②  153 Ⅳ−3−①−3



② 154② 154 Ⅳ−3−①−4 ②  154②  154 Ⅳ−3−①−4

コード番号 ＳＰＤ 3 0 5



② 155② 155 Ⅳ−3−①−5 ②  155②  155 Ⅳ−3−①−5



② 156② 156 Ⅳ−3−①−6 ②  156②  156 Ⅳ−3−①−6



② 157② 157 Ⅳ−3−①−7 ②  157②  157 Ⅳ−3−①−7



② 158② 158 Ⅳ−3−①−8 ②  158②  158 Ⅳ−3−①−8

㉕



② 159② 159 Ⅳ−3−①−9 ②  159②  159 Ⅳ−3−①−9

コード番号 Ｓ 4 0 8 0



② 160② 160 Ⅳ−3−②−1 ②  160②  160 Ⅳ−3−②−1



② 161② 161 Ⅳ−3−②−2 ②  161②  161 Ⅳ−3−②−2

コード番号 ＳＰＤ 3 1 1



② 162② 162 Ⅳ−3−②−3 ②  162②  162 Ⅳ−3−②−3



② 163② 163 Ⅳ−3−③−1 ②  163②  163 Ⅳ−3−③−1

　なお，舗装版面取工については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕によるものとする。

コード番号 ＳＰＤ 3 2 1



② 164② 164 Ⅳ−3−③−2 ②  164②  164 Ⅳ−3−③−2



② 165② 165 Ⅳ−3−④−1 ②  165②  165 Ⅳ−3−④−1



② 166② 166 Ⅳ−3−④−2 ②  166②  166 Ⅳ−3−④−2



② 167② 167 Ⅳ−3−④−3 ②  167②  167 Ⅳ−3−④−3



② 168② 168 Ⅳ−3−④−4 ②  168②  168 Ⅳ−3−④−4

　３－２　工法の選定



② 169② 169 Ⅳ−3−④−5 ②  169②  169 Ⅳ−3−④−5



② 170② 170 Ⅳ−3−④−6 ②  170②  170 Ⅳ−3−④−6



② 171② 171 Ⅳ−3−④−7 ②  171②  171 Ⅳ−3−④−7



② 172② 172 Ⅳ−3−④−8 ②  172②  172 Ⅳ−3−④−8



② 173② 173 Ⅳ−3−⑤−1 ②  173②  173 Ⅳ−3−⑤−1



② 174② 174 Ⅳ−3−⑤−2 ②  174②  174 Ⅳ−3−⑤−2



② 175② 175 Ⅳ−3−⑤−3 ②  175②  175 Ⅳ−3−⑤−3

３．添加剤使用量については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。

コード番号 Ｓ 4 1 0 0



② 176② 176 Ⅳ−3−⑥−1 ②  176②  176 Ⅳ−3−⑥−1

なお，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。



② 177② 177 Ⅳ−3−⑥−2 ②  177②  177 Ⅳ−3−⑥−2

５



② 178② 178 Ⅳ−3−⑥−3 ②  178②  178 Ⅳ−3−⑥−3



② 179② 179 Ⅳ−3−⑥−4 ②  179②  179 Ⅳ−3−⑥−4

５



② 180② 180 Ⅳ−3−⑦−1 ②  180②  180 Ⅳ−3−⑦−1



② 181② 181 Ⅳ−3−⑦−2 ②  181②  181 Ⅳ−3−⑦−2

コード番号 ＳＰＤ 3 6 1

コード番号 ＳＰＤ 3 6 2



② 182② 182 Ⅳ−3−⑦−3 ②  182②  182 Ⅳ−3−⑦−3

コード番号 ＳＰＤ 3 6 5

コード番号 ＳＰＤ 3 6 6



② 183② 183 Ⅳ−3−⑧−1 ②  183②  183 Ⅳ−3−⑧−1



② 184② 184 Ⅳ−3−⑧−2 ②  184②  184 Ⅳ−3−⑧−2

コード番号 ＳＰＤ 3 7 1



② 185② 185 Ⅳ−3−⑧−3 ②  185②  185 Ⅳ−3−⑧−3

コード番号 ＳＰＤ 3 7 5



② 186② 186 Ⅳ−3−⑧−4 ②  186②  186 Ⅳ−3−⑧−4



② 187② 187 Ⅳ−3−⑧−5 ②  187②  187 Ⅳ−3−⑧−5



② 188② 188 Ⅳ−3−⑨−1 ②  188②  188 Ⅳ−3−⑨−1



② 189② 189 Ⅳ−3−⑨−2 ②  189②  189 Ⅳ−3−⑨−2

コード番号 ＳＰＤ 3 8 1

コード番号 ＳＰＤ 3 8 2



② 190② 190 Ⅳ−3−⑩−1 ②  190②  190 Ⅳ−3−⑩−1



② 191② 191 Ⅳ−3−⑩−2 ②  191②  191 Ⅳ−3−⑩−2



② 192② 192 Ⅳ−3−⑩−3 ②  192②  192 Ⅳ−3−⑩−3

　４－３　既設部材の撤去



② 193② 193 Ⅳ−3−⑩−4 ②  193②  193 Ⅳ−3−⑩−4



② 194② 194 Ⅳ−3−⑩−5 ②  194②  194 Ⅳ−3−⑩−5



② 195② 195 Ⅳ−3−⑩−6 ②  195②  195 Ⅳ−3−⑩−6



② 196② 196 Ⅳ−3−⑩−7 ②  196②  196 Ⅳ−3−⑩−7



② 197② 197 Ⅳ−3−⑩−8 ②  197②  197 Ⅳ−3−⑩−8



② 198② 198 Ⅳ−3−⑩−9 ②  198②  198 Ⅳ−3−⑩−9



② 199② 199 Ⅳ−3−⑩−10 ②  199②  199 Ⅳ−3−⑩−10



② 200② 200 Ⅳ−3−⑪−1 ②  200②  200 Ⅳ−3−⑪−1



② 201② 201 Ⅳ−3−⑪−2 ②  201②  201 Ⅳ−3−⑪−2



② 202② 202 Ⅳ−3−⑪−3 ②  202②  202 Ⅳ−3−⑪−3

コード番号 ＳＰＤ 4 1 1

コード番号 ＳＰＤ 4 1 3



② 203② 203 Ⅳ−3−⑪−4 ②  203②  203 Ⅳ−3−⑪−4

コード番号 ＳＰＤ 4 1 5



② 204② 204 Ⅳ−3−⑪−5 ②  204②  204 Ⅳ−3−⑪−5

コード番号 ＳＰＤ 4 1 6



② 205② 205 Ⅳ−3−⑪−6 ②  205②  205 Ⅳ−3−⑪−6

コード番号 ＳＰＤ 4 1 7



② 206② 206 Ⅳ−3−⑪−7 ②  206②  206 Ⅳ−3−⑪−7

コード番号 ＳＰＤ 4 1 9



② 207② 207 Ⅳ−3−⑪−8 ②  207②  207 Ⅳ−3−⑪−8

コード番号 ＳＰＤ 4 2 1



② 208② 208 Ⅳ−3−⑪−9 ②  208②  208 Ⅳ−3−⑪−9

コード番号 ＳＰＤ 4 2 2

コード番号 ＳＰＤ 4 2 3



② 209② 209 Ⅳ−3−⑪−10 ②  209②  209 Ⅳ−3−⑪−10



② 210② 210 Ⅳ−3−⑪−11 ②  210②  210 Ⅳ−3−⑪−11



② 211② 211 Ⅳ−3−⑪−12 ②  211②  211 Ⅳ−3−⑪−12

コード番号 ＳＰＤ 4 2 7



② 212② 212 Ⅳ−3−⑪−13 ②  212②  212 Ⅳ−3−⑪−13

コード番号 ＳＰＤ 4 2 8

コード番号 ＳＰＤ 4 2 9



② 213② 213 Ⅳ−3−⑪−14 ②  213②  213 Ⅳ−3−⑪−14



② 214② 214 Ⅳ−3−⑪−15 ②  214②  214 Ⅳ−3−⑪−15



② 215② 215 Ⅳ−3−⑪−16 ②  215②  215 Ⅳ−3−⑪−16



② 216② 216 Ⅳ−3−⑪−17 ②  216②  216 Ⅳ−3−⑪−17

コード番号 ＳＰＤ 4 3 5



② 217② 217 Ⅳ−3−⑪−18 ②  217②  217 Ⅳ−3−⑪−18

コード番号 ＳＰＤ 4 3 6



② 218② 218 Ⅳ−3−⑪−19 ②  218②  218 Ⅳ−3−⑪−19

コード番号 ＳＰＤ 4 3 7



② 219② 219 Ⅳ−3−⑪−20 ②  219②  219 Ⅳ−3−⑪−20



② 220② 220 Ⅳ−3−⑪−21 ②  220②  220 Ⅳ−3−⑪−21



② 221② 221 Ⅳ−3−⑪−22 ②  221②  221 Ⅳ−3−⑪−22

コード番号 ＳＰＤ 4 3 9



② 222② 222 Ⅳ−3−⑪−23 ②  222②  222 Ⅳ−3−⑪−23



② 223② 223 Ⅳ−3−⑪−24 ②  223②  223 Ⅳ−3−⑪−24

コード番号 ＳＰＤ 4 4 1

コード番号 ＳＰＤ 4 4 3



② 224② 224 Ⅳ−3−⑪−25 ②  224②  224 Ⅳ−3−⑪−25

コード番号 ＳＰＤ 4 4 5



② 225② 225 Ⅳ−3−⑪−26 ②  225②  225 Ⅳ−3−⑪−26



② 226② 226 Ⅳ−3−⑫−1 ②  226②  226 Ⅳ−3−⑫−1



② 227② 227 Ⅳ−3−⑫−2 ②  227②  227 Ⅳ−3−⑫−2

コード番号 ＳＰＤ 4 5 1



② 228② 228 Ⅳ−3−⑫−3 ②  228②  228 Ⅳ−3−⑫−3

コード番号 ＳＰＤ 4 5 3



② 229② 229 Ⅳ−3−⑫−4 ②  229②  229 Ⅳ−3−⑫−4

コード番号 ＳＰＤ 4 5 5



② 230② 230 Ⅳ−3−⑫−5 ②  230②  230 Ⅳ−3−⑫−5

コード番号 ＳＰＤ 4 5 7



② 231② 231 Ⅳ−3−⑫−6 ②  231②  231 Ⅳ−3−⑫−6



② 232② 232 Ⅳ−3−⑫−7 ②  232②  232 Ⅳ−3−⑫−7



② 233② 233 Ⅳ−3−⑫−8 ②  233②  233 Ⅳ−3−⑫−8



② 234② 234 Ⅳ−3−⑫−9 ②  234②  234 Ⅳ−3−⑫−9

コード番号 ＳＰＤ 4 6 1

７



② 235② 235 Ⅳ−3−⑫−10 ②  235②  235 Ⅳ−3−⑫−10

コード番号 ＳＰＤ 4 6 3



② 236② 236 Ⅳ−3−⑫−11 ②  236②  236 Ⅳ−3−⑫−11

コード番号 ＳＰＤ 4 6 5

コード番号 ＳＰＤ 4 6 4

コード番号 ＳＰＤ 4 6 6



② 237② 237 Ⅳ−3−⑫−12 ②  237②  237 Ⅳ−3−⑫−12

コード番号 ＳＰＤ 4 6 8



② 238② 238 Ⅳ−3−⑫−13 ②  238②  238 Ⅳ−3−⑫−13

コード番号 ＳＰＤ 4 6 9

コード番号 ＳＰＤ 4 6 7



② 239② 239 Ⅳ−3−⑫−14 ②  239②  239 Ⅳ−3−⑫−14



② 240② 240 Ⅳ−3−⑫−15 ②  240②  240 Ⅳ−3−⑫−15



② 241② 241 Ⅳ−3−⑫−16 ②  241②  241 Ⅳ−3−⑫−16



② 242② 242 Ⅳ−3−⑫−17 ②  242②  242 Ⅳ−3−⑫−17

⑦

コード番号 ＳＰＤ 4 7 1



② 243② 243 Ⅳ−3−⑫−18 ②  243②  243 Ⅳ−3−⑫−18



② 244② 244 Ⅳ−3−⑫−19 ②  244②  244 Ⅳ−3−⑫−19



② 245② 245 Ⅳ−3−⑫−20 ②  245②  245 Ⅳ−3−⑫−20



② 246② 246 Ⅳ−3−⑫−21 ②  246②  246 Ⅳ−3−⑫−21



② 247② 247 Ⅳ−3−⑬−1 ②  247②  247 Ⅳ−3−⑬−1



② 248② 248 Ⅳ−3−⑬−2 ②  248②  248 Ⅳ−3−⑬−2



② 249② 249 Ⅳ−3−⑬−3 ②  249②  249 Ⅳ−3−⑬−3

コード番号 ＳＰＤ 5 0 5



② 250② 250 Ⅳ−3−⑬−4 ②  250②  250 Ⅳ−3−⑬−4



② 251② 251 Ⅳ−3−⑬−5 ②  251②  251 Ⅳ−3−⑬−5

コード番号 ＳＰＤ 5 0 7



② 252② 252 Ⅳ−3−⑬−6 ②  252②  252 Ⅳ−3−⑬−6

コード番号 ＳＰＤ 5 0 9



② 253② 253 Ⅳ−3−⑬−7 ②  253②  253 Ⅳ−3−⑬−7

コード番号 ＳＰＤ 5 1 1

コード番号 ＳＰＤ 5 1 2



② 254② 254 Ⅳ−3−⑬−8 ②  254②  254 Ⅳ−3−⑬−8

コード番号 ＳＰＤ 5 1 3

コード番号 ＳＰＤ 5 1 5

コード番号 ＳＰＤ 5 1 6



② 255② 255 Ⅳ−3−⑬−9 ②  255②  255 Ⅳ−3−⑬−9

コード番号 ＳＰＤ 5 1 8



② 256② 256 Ⅳ−3−⑭−1 ②  256②  256 Ⅳ−3−⑭−1



② 257② 257 Ⅳ−3−⑭−2 ②  257②  257 Ⅳ−3−⑭−2



② 258② 258 Ⅳ−3−⑭−3 ②  258②  258 Ⅳ−3−⑭−3

コード番号 ＳＰＤ 5 2 1



② 259② 259 Ⅳ−3−⑭−4

②  259②  259 Ⅳ−3−⑭−4

コード番号 ＳＰＤ 5 2 4



② 260② 260 Ⅳ−3−⑭−5 ②  260②  260 Ⅳ−3−⑭−5

コード番号 ＳＰＤ 5 2 7



② 261② 261 Ⅳ−3−⑭−6 ②  261②  261 Ⅳ−3−⑭−6



② 262② 262 Ⅳ−3−⑭−7 ②  262②  262 Ⅳ−3−⑭−7

コード番号 ＳＰＤ 5 3 0



② 263② 263 Ⅳ−3−⑭−8 ②  263②  263 Ⅳ−3−⑭−8



② 264② 264 Ⅳ−3−⑭−9 ②  264②  264 Ⅳ−3−⑭−9

コード番号 ＳＰＤ 5 3 3



② 265② 265 Ⅳ−3−⑭−10 ②  265②  265 Ⅳ−3−⑭−10

コード番号 ＳＰＤ 5 3 6



② 266② 266 Ⅳ−3−⑭−11 ②  266②  266 Ⅳ−3−⑭−11



② 267② 267 Ⅳ−3−⑭−12 ②  267②  267 Ⅳ−3−⑭−12

コード番号 ＳＰＤ 5 3 9



② 268② 268 Ⅳ−3−⑮−1 ②  268②  268 Ⅳ−3−⑮−1



② 269② 269 Ⅳ−3−⑮−2 ②  269②  269 Ⅳ−3−⑮−2

５



② 270② 270 Ⅳ−3−⑮−3 ②  270②  270 Ⅳ−3−⑮−3



② 271② 271 Ⅳ−3−⑮−4 ②  271②  271 Ⅳ−3−⑮−4

５



② 272② 272 Ⅳ−3−⑮−5 ②  272②  272 Ⅳ−3−⑮−5

8. 単 価 表
(1) 路面清掃作業 1 km当り単価表

施工歩掛コ ード

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 WB432310（数量）
上木 一 般世話役 人 0.8XT 1 /TX1/L 

表5.1 
0. 8 X T 1 / T X 1/ L
X 100

普 通 作 業 員 ＂ l.2XT 1 /TX 1/L l.2XT 1 /TX1/L
II

X 100

路 面 清 掃 車連転 h T 1 /L 単価表 (3) 又は (4) T 1 X 1/L X 100 

機械損料
散 水 車 運 転 ＂ T 1 /L 必要に応じて計上 T 1 Xl/LX100 

機械損料
ダンプトラック運 オンnート｀ディー II T 1 /L T 1 X 1/L X 100 ＂ 

転 セ汀v4 t積級
諸 雑 費 式 1 表7.1 1 

計
（注）1. T:路面清掃車運転日当り運転時間

ブラシ式フロントリフトダンプ2.2m3

ブラシ式リヤダンプ， リャリフトダンプ
真空式リヤダンプ， リャリフトダンプ
Tl:作業に必要な運転時間（通過，反転，
L:清掃延長 (km)

2.施工歩掛コ ード [WB432310] は作業100km当りの単価表である。

:7.6h/�
: 6.8h／日
: 7.2h／日

アイドリング等の全時間を含む）（h)

(2) 歩道掃き出し 1 km当り単価表

名 称 規 格
普 通 作 業 員
諸 雑 費

計
（注）施工歩掛コ ード [WB432320] は作業100km当りの単価表である。

位一
人一
式

単 数 量
0.31 :....: 

1 

摘 要
表5.2

施丁歩掛コ ード
WB432320 
0. 31 X 100

1

(3) 路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2mり運転1 時間当り単価表
名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

運 転手 （特殊） 人 1/T

助手（普通作 業員） ＂ 1/T 
Q 

燃 料 費 又は
m3 

路 面 清 掃 車 h 1 

「第 1 編第6章②原動機燃料消費量」に
よる。

機械損料 表8.

諸 雑 費 式 1 

計
（注） T:路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2面）運転日当り運転時間 7. 6h／日

IV-3—⑮-5 
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「第 1 編第6章②原動機燃料消費量」に
よる。

機械損料 表8.

諸 雑 費 式 1 

計
（注） T:路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2面）運転日当り運転時間 7. 6h／日

IV-3—⑮-5 

8. 単 価 表
(1) 路面清掃作業 1 km当り単価表

施工歩掛コ ード

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 WB432310（数量）
上木 一 般世話役 人 0.8XT 1 /TX1/L 

表5.1 
0. 8 X T 1 / T X 1/ L
X 100

普 通 作 業 員 ＂ l.2XT 1 /TX 1/L l.2XT 1 /TX1/L
II

X 100

路 面 清 掃 車連転 h T 1 /L 単価表 (3) 又は (4) T 1 X 1/L X 100 

機械損料
散 水 車 運 転 ＂ T 1 /L 必要に応じて計上 T 1 Xl/LX100 

機械損料
ダンプトラック運 オンnート｀ディー II T 1 /L T 1 X 1/L X 100 ＂ 

転 セ汀v4 t積級
諸 雑 費 式 1 表7.1 1 

計
（注）1. T:路面清掃車運転日当り運転時間

ブラシ式フロントリフトダンプ2.2m3

ブラシ式リヤダンプ， リャリフトダンプ
真空式リヤダンプ， リャリフトダンプ
Tl:作業に必要な運転時間（通過，反転，
L:清掃延長 (km)

2.施工歩掛コ ード [WB432310] は作業100km当りの単価表である。

:7.6h/� 
: 6. 8h／日
: 7. 2h／日

アイドリング等の全時間を含む）（h)

(2) 歩道掃き出し 1 km当り単価表

名 称 規 格
普 通 作 業 員
諸 雑 費

計
（注）施工歩掛コ ード [WB432320] は作業100km当りの単価表である。

位一
人一
式

単 数 量
0.31 :....: 

1 

摘 要
表5.2

施丁歩掛コ ード
WB432320 
0. 31 X 100

1

(3) 路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2mり運転1 時間当り単価表
名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

運 転手 （特殊） 人 1/T

助手（普通作 業員） ＂ 1/T 
Q 

燃 料 費 又は
m3 

路 面 清 掃 車 h 1 

「第 1 編第6章②原動機燃料消費量」に
よる。

機械損料 表8.

諸 雑 費 式 1 

計
（注） T:路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2面）運転日当り運転時間 7. 6h／日

IV-3—⑮-5 

8. 単 価 表
(1) 路面清掃作業 1 km当り単価表

施工歩掛コ ード

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 WB432310（数量）
上木 一 般世話役 人 0.8XT 1 /TX1/L 

表5.1 
0. 8 X T 1 / T X 1/ L
X 100

普 通 作 業 員 ＂ l.2XT 1 /TX 1/L l.2XT 1 /TX1/L
II

X 100

路 面 清 掃 車連転 h T 1 /L 単価表 (3) 又は (4) T 1 X 1/L X 100 

機械損料
散 水 車 運 転 ＂ T 1 /L 必要に応じて計上 T 1 Xl/LX100 

機械損料
ダンプトラック運 オンnート｀ディー II T 1 /L T 1 X 1/L X 100 ＂ 

転 セ汀v4 t積級
諸 雑 費 式 1 表7.1 1 

計
（注）1. T:路面清掃車運転日当り運転時間

ブラシ式フロントリフトダンプ2.2m3

ブラシ式リヤダンプ， リャリフトダンプ
真空式リヤダンプ， リャリフトダンプ
Tl:作業に必要な運転時間（通過，反転，
L:清掃延長 (km)

2.施工歩掛コ ード [WB432310] は作業100km当りの単価表である。

:7.6h/�
: 6.8h／日
: 7.2h／日

アイドリング等の全時間を含む）（h)

(2) 歩道掃き出し 1 km当り単価表

名 称 規 格
普 通 作 業 員
諸 雑 費

計
（注）施工歩掛コ ード [WB432320] は作業100km当りの単価表である。

位一
人一
式

単 数 量
0.31 :....: 

1 

摘 要
表5.2

施丁歩掛コ ード
WB432320 
0. 31 X 100

1

(3) 路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2mり運転1 時間当り単価表
名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

運 転手 （特殊） 人 1/T 

助手（普通作 業員） ＂ 1/T 
Q 

燃 料 費 又は
m3 

路 面 清 掃 車 h 1 

「第 1 編第6章②原動機燃料消費量」に
よる。

機械損料 表8.

諸 雑 費 式 1 

計
（注） T:路面清掃車（ブラシ式フロントリフトダンプ2.2面）運転日当り運転時間 7. 6h／日
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5

コード番号 Ｓ 4 5 1 0

コード番号 Ｓ 4 5 1 2



② 273② 273 Ⅳ−3−⑮−6 ②  273②  273 Ⅳ−3−⑮−6

5



② 274② 274 Ⅳ−3−⑮−7 ②  274②  274 Ⅳ−3−⑮−7

コード番号 ＳＰＤ 5 5 1



② 275② 275 Ⅳ−3−⑮−8 ②  275②  275 Ⅳ−3−⑮−8

コード番号 ＳＰＤ 5 5 5



② 276② 276 Ⅳ−3−⑮−9 ②  276②  276 Ⅳ−3−⑮−9



② 277② 277 Ⅳ−3−⑮−10 ②  277②  277 Ⅳ−3−⑮−10

コード番号 Ｓ 4 5 1 8



② 278② 278 Ⅳ−3−⑯−1 ②  278②  278 Ⅳ−3−⑯−1

５



② 279② 279 Ⅳ−3−⑯−2 ②  279②  279 Ⅳ−3−⑯−2



② 280② 280 Ⅳ−3−⑯−3 ②  280②  280 Ⅳ−3−⑯−3



② 281② 281 Ⅳ−3−⑯−4 ②  281②  281 Ⅳ−3−⑯−4



② 282② 282 Ⅳ−3−⑯−5 ②  282②  282 Ⅳ−3−⑯−5

コード番号 Ｓ 4 5 2 2

コード番号 Ｓ 4 5 2 3



② 283② 283 Ⅳ−3−⑯−6 ②  283②  283 Ⅳ−3−⑯−6

５



② 284② 284 Ⅳ−3−⑯−7 ②  284②  284 Ⅳ−3−⑯−7



② 285② 285 Ⅳ−3−⑯−8 ②  285②  285 Ⅳ−3−⑯−8



② 286② 286 Ⅳ−3−⑯−9 ②  286②  286 Ⅳ−3−⑯−9

５

コード番号 Ｓ 4 5 2 4

コード番号 Ｓ 4 5 2 5



② 287② 287 Ⅳ−3−⑯−10 ②  287②  287 Ⅳ−3−⑯−10

コード番号 ＳＰＤ 5 5 9



② 288② 288 Ⅳ−3−⑯−11 ②  288②  288 Ⅳ−3−⑯−11



② 289② 289 Ⅳ−3−⑯−12 ②  289②  289 Ⅳ−3−⑯−12



② 290② 290 Ⅳ−3−⑯−13 ②  290②  290 Ⅳ−3−⑯−13



② 291② 291 Ⅳ−3−⑯−14 ②  291②  291 Ⅳ−3−⑯−14



② 292② 292 Ⅳ−3−⑯−15 ②  292②  292 Ⅳ−3−⑯−15

5

コード番号 Ｓ 4 5 2 7



② 293② 293 Ⅳ−3−⑯−16 ②  293②  293 Ⅳ−3−⑯−16

コード番号 ＳＰＤ 6 3 5



② 294② 294 Ⅳ−3−⑯−17 ②  294②  294 Ⅳ−3−⑯−17



② 295② 295 Ⅳ−3−⑰−1 ②  295②  295 Ⅳ−3−⑰−1

５



② 296② 296 Ⅳ−3−⑰−2 ②  296②  296 Ⅳ−3−⑰−2



② 297② 297 Ⅳ−3−⑰−3 ②  297②  297 Ⅳ−3−⑰−3



② 298② 298 Ⅳ−3−⑰−4 ②  298②  298 Ⅳ−3−⑰−4

5

コード番号 Ｓ 4 5 2 9



② 299② 299 Ⅳ−3−⑱−1 ②  299②  299 Ⅳ−3−⑱−1



② 300② 300 Ⅳ−3−⑱−2 ②  300②  300 Ⅳ−3−⑱−2

コード番号 Ｓ 4 5 3 1

コード番号 Ｓ 4 5 3 2



② 301② 301 Ⅳ−3−⑲−1 ②  301②  301 Ⅳ−3−⑲−1



② 302② 302 Ⅳ−3−⑲−2 ②  302②  302 Ⅳ−3−⑲−2

コード番号 ＳＰＤ 6 5 2

コード番号 ＳＰＤ 6 5 1

コード番号 ＳＰＤ 6 5 4



② 303② 303 Ⅳ−3−⑲−3 ②  303②  303 Ⅳ−3−⑲−3

コード番号 ＳＰＤ 6 5 5



② 304② 304 Ⅳ−3−⑳−1 ②  304②  304 Ⅳ−3−⑳−1



② 305② 305 Ⅳ−3−⑳−2 ②  305②  305 Ⅳ−3−⑳−2

４．編 成 人 員

５．日当り施工量

６．諸　 雑　 費

７．材料使用数量

８．単　　価　　表



② 306② 306 Ⅳ−3−⑳−3 ②  306②  306 Ⅳ−3−⑳−3



② 307② 307 Ⅳ−3−㉑−1 ②  307②  307 Ⅳ－3－㉑－1



② 308② 308 Ⅳ−3−㉑−2 ②  308②  308 Ⅳ−3−㉑−2

３．施工パッケージ

コード番号 ＳＰＤ 6 6 1



② 309② 309 Ⅳ−3−㉑−3 ②  309②  309 Ⅳ−3−㉑−3

コード番号 ＳＰＤ 6 6 3

コード番号 ＳＰＤ 6 6 4

コード番号 ＳＰＤ 6 6 5



② 310② 310 Ⅳ−3−㉑−4 ②  310②  310 Ⅳ−3−㉑−4

コード番号 ＳＰＤ 6 6 6



② 311② 311 Ⅳ−3−㉑−5 ②  311②  311 Ⅳ−3−㉑−5

コード番号 ＳＰＤ 6 6 8



② 312② 312 Ⅳ−3−㉑−6 ②  312②  312 Ⅳ−3−㉑−6

各種

コード番号 ＳＰＤ 6 7 0



② 313② 313 Ⅳ−3−㉑−7 ②  313②  313 Ⅳ−3−㉑−7



② 314② 314 Ⅳ−3−㉒−1 ②  314②  314 Ⅳ−3−㉒−1



② 315② 315 Ⅳ−3−㉒−2 ②  315②  315 Ⅳ−3−㉒−2

コード番号 Ｓ 4 6 0 0

コード番号 Ｓ 4 6 0 1



② 316② 316 Ⅳ−3−㉓−1 ②  316②  316 Ⅳ−3−㉓−1



② 317② 317 Ⅳ−3−㉓−2 ②  317②  317 Ⅳ−3−㉓−2

コード番号 ＳＰＤ 7 0 5



② 318② 318 Ⅳ−3−㉓−3 ②  318②  318 Ⅳ−3−㉓−3



② 319② 319 Ⅳ−3−㉔−1 ②  319②  319 Ⅳ−3−㉔−1



② 320② 320 Ⅳ−3−㉕−1 ②  320②  320 Ⅳ−3−㉕−1

コード番号 ＳＰＤ 7 1 5



② 321② 321 Ⅳ−3−㉕−2 ②  321②  321 Ⅳ−3−㉕−2

コード番号 ＳＰＤ 7 1 9



② 322② 322 Ⅳ−3−㉕−2 ②  322②  322 Ⅳ−3−㉕−3



② 323② 323 Ⅳ−3−㉖−1 ②  323②  323 Ⅳ−3−㉖−1

㉖ アスファルト舗装版削孔工



②  324②  324 Ⅳ−3−㉖−2 ②  324②  324 Ⅳ−3−㉖−2



② 325② 325 Ⅳ−3−㉗−1 ②  325②  325 Ⅳ−3−㉗−1



② 326② 326 Ⅳ−3−㉗−2 ②  326②  326 Ⅳ−3−㉗−2

３．単　　価　　表



② 327② 327 Ⅳ−3−㉘−1 ②  327②  327 Ⅳ−3−㉘−1



② 328② 328 Ⅳ−3−㉘−2 ②  328②  328 Ⅳ−3−㉘−2

３．単　　価　　表



Ⅳ−4−①− ② 329② 329

① 共同溝工･･･････････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  1
① - 1　共同溝工⑴（構造物単位）････ Ⅳ- 4 - ① -  1

1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  1
3 　施工歩掛･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  2
4 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  6

① - 2　共同溝工⑵････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  7
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  7
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  7
3 　掘 削 工･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  8
4 　伸縮継手･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -  9
5 　防水工・防水層保護工･･･････ Ⅳ- 4 - ① -  9
6 　埋 戻 工･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -10
7 　基礎砕石工･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -12
8 　足場・支保工･･･････････････ Ⅳ- 4 - ① -13
9 　型 枠 工･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -15

10　鉄 筋 工･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -16
11　コンクリート工･････････････ Ⅳ- 4 - ① -16
12　覆工板開閉工･･･････････････ Ⅳ- 4 - ① -20
13　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -21

① - 3　防水工・防水層保護工･･････ Ⅳ- 4 - ① -29
1 　防水工施工歩掛･････････････ Ⅳ- 4 - ① -29
2 　防水層保護工施工歩掛･･･････ Ⅳ- 4 - ① -29
3 　単 価 表･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ① -29

② 電線共同溝工（C・C・BOX）･････ Ⅳ- 4 - ② -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ② -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ② -  2
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 4 - ② -  3

③ 情報ボックス工･････････････････ Ⅳ- 4 - ③ -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ③ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅳ- 4 - ③ -  2
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅳ- 4 - ③ -  3

共
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Ⅳ−4−①− ②  330②  330



② 331② 331 Ⅳ−4−①−1 ②  331②  331 Ⅳ−4−①−1



② 332② 332 Ⅳ−4−①−2 ② 332② 332 Ⅳ−4−①−2



②  333②  333 Ⅳ−4−①−3 ② 333② 333 Ⅳ－4－①－3

8

7

令和3年4月1日一部改正



② 334② 334 Ⅳ−4−①−4 ② 334② 334 Ⅳ－4－①－4

87

令和3年4月1日一部改正



② 335② 335 Ⅳ−4−①−5 ② 335② 335 Ⅳ−4−①−5



② 336② 336 Ⅳ−4−①−6 ② 336② 336 Ⅳ－4－①－6

87

令和3年4月1日一部改正



② 337② 337 Ⅳ−4−①−7 ② 337② 337 Ⅳ−4−①−7



② 338② 338 Ⅳ−4−①−8 ②  338②  338 Ⅳ−4−①−8



② 339② 339 Ⅳ−4−①−9 ②  339②  339 Ⅳ−4−①−9



② 340② 340 Ⅳ−4−①−10 ②  340②  340 Ⅳ−4−①−10



② 341② 341 Ⅳ−4−①−11 ②  341②  341 Ⅳ−4−①−11



② 342② 342 Ⅳ−4−①−12 ②  342②  342 Ⅳ−4−①−12



② 343② 343 Ⅳ−4−①−13 ②  343②  343 Ⅳ−4−①−13



② 344② 344 Ⅳ−4−①−14 ②  344②  344 Ⅳ−4−①−14



② 345② 345 Ⅳ−4−①−15 ②  345②  345 Ⅳ−4−①−15



② 346② 346 Ⅳ−4−①−16 ② 346② 346 Ⅳ−4−①−16



② 347② 347 Ⅳ−4−①−17 ② 347② 347 Ⅳ－4－①－17

4

令和3年4月1日一部改正



② 348② 348 Ⅳ−4−①−18 ② 348② 348 Ⅳ－4－①－18

24

0.12

0.46

0.52

0.86

0.31

令和3年4月1日一部改正



② 349② 349 Ⅳ−4−①−19 ② 349② 349 Ⅳ－4－①－19

8

0.8

4.4

2.9

5.3

1.4

3.8

6.1

0.62

令和3年4月1日一部改正



② 350② 350 Ⅳ−4−①−20 ② 350② 350 Ⅳ−4−①−20



② 351② 351 Ⅳ−4−①−21 ② 351② 351 Ⅳ−4−①−21



② 352② 352 Ⅳ−4−①−22 ② 352② 352 Ⅳ−4−①−22



② 353② 353 Ⅳ−4−①−23 ②  353②  353 Ⅳ−4−①−23



② 354② 354 Ⅳ−4−①−24 ②  354②  354 Ⅳ−4−①−24



② 355② 355 Ⅳ−4−①−25 ② 355② 355 Ⅳ－4－①－25

87

令和3年4月1日一部改正



② 356② 356 Ⅳ−4−①−26 ② 356② 356 Ⅳ－4－①－26

24

令和3年4月1日一部改正



② 357② 357 Ⅳ−4−①−27 ② 357② 357 Ⅳ－4－①－27

8

令和3年4月1日一部改正



② 358② 358 Ⅳ−4−①−28 ② 358② 358 Ⅳ−4−①−28



② 359② 359 Ⅳ−4−①−29 ②  359②  359 Ⅳ−4−①−29



② 360② 360 Ⅳ−4−②−1 ② 360② 360 Ⅳ−4−②−1

Ⅳ-4-②-1 

② 電線共同溝工 （Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）

１． 適 用 範 囲

本資料は，電線共同溝（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）の設置工事に適用する。

１－１ 適用出来る範囲

１－１－１ 舗装版破砕積込

（１）厚さが 15cm以下のアスファルト舗装版の破砕及び積込作業の場合

１－１－２ 床掘り

（１）土質が土砂（砂質土及び砂,粘性土,レキ質土）の床掘り作業の場合

１－１－３ 埋戻し・締固め

（１）管路材及びプレキャストボックス設置後の埋設表示シートの設置を含む埋戻し・締固め作業の場合

１－１－４ 運搬（電線共同溝）

（１）舗装版破砕後のアスファルト塊及び床掘土砂の運搬作業の場合

１－１－５ 軽量鋼矢板設置・撤去

（１）土留工における軽量鋼矢板の設置及び撤去作業の場合

１－１－６ 覆工板設置・撤去

（１）覆工板の設置及び撤去作業の場合

１－１－７ 管路材設置

（１）露出部に単管（呼び径 150mm以下）を設置する場合

（２）埋設部に単管・ＦＡ管（呼び径 150mm 以下），ボディ管（呼び径 200mm（さや管 12 条以下），250mm（さ

や管 21条以下）），多条管（可とう性のある波付き管路材で呼び径 150mm以下）を設置する場合

１－１－８ プレキャストボックス工

（１）質量が 11,000kg以下のプレキャストボックスブロックの設置作業の場合

１－１－９ 蓋設置工

（１）質量が 2,000kg以下の蓋の設置作業の場合

１－２ 適用出来ない範囲

１－２－１ 運搬（電線共同溝）

（１）運搬距離が 60kmを超える場合

（２）自動車専用道路を利用する場合

１－２－２ 管路材設置

（１）多孔管を設置する場合

（２）材質が合成樹脂製品以外の場合



② 361② 361 Ⅳ−4−②−2 ②  361②  361 Ⅳ−4−②−2



② 362② 362 Ⅳ−4−②−3 ②  362②  362 Ⅳ−4−②−3

コード番号 ＳＰＤ 8 8 1



② 363② 363 Ⅳ−4−②−4 ②  363②  363 Ⅳ−4−②−4

コード番号 ＳＰＤ 8 8 3



② 364② 364 Ⅳ−4−②−5

Ⅳ-4-②-5 

３－３ 埋戻し・締固め

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．３ 埋戻し・締固め 積算条件区分一覧

（積算単位：m3）

土質

土砂

中埋砂

（注）１．電線共同溝工における埋戻し・締固め，埋設表示シートの設置作業の

他，締固め機械（ランマ・振動コンパクタ），水締施工器具（散水車・

高圧洗浄機・発動発電機），竹ほうき，スコップの費用等，その施工に

必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．中埋砂の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.20）

３．埋設表示シートの材料費は，別途計上する。

４．埋戻し・締固め（中埋砂）の締固めは，水締施工とする。

５．水締施工に用いる水に，水代が必要な場合は，別途計上する。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．４ 埋戻し・締固め 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１

バックホウ（クローラ型）［超小旋回型・

クレーン機能付・排出ガス対策型(第 2次基準値)]

山積 0.28m3（平積 0.2m3）吊能力 1.7t

賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 普通作業員

Ｒ２ 運転手（特殊）

Ｒ３ 土木一般世話役

Ｒ４ 特殊作業員

材料

Ｚ１ 砂 再生砂 土質が中埋砂の場合

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

②  364②  364 Ⅳ−4−②−5

５．土量は，締固め後の土量とする。

コード番号 ＳＰＤ 8 8 5

Ⅳ-4-②-5 

３－３ 埋戻し・締固め

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．３ 埋戻し・締固め 積算条件区分一覧

（積算単位：m3）

土質

土砂

中埋砂

（注）１．電線共同溝工における埋戻し・締固め，埋設表示シートの設置作業の

他，締固め機械（ランマ・振動コンパクタ），水締施工器具（散水車・

高圧洗浄機・発動発電機），竹ほうき，スコップの費用等，その施工に

必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

２．中埋砂の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.20）

３．埋設表示シートの材料費は，別途計上する。 

４．埋戻し・締固め（中埋砂）の締固めは，水締施工とする。

５．水締施工に用いる水に，水代が必要な場合は，別途計上する。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．４ 埋戻し・締固め 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１

バックホウ（クローラ型）［超小旋回型・

クレーン機能付・排出ガス対策型(第 2次基準値)]

山積 0.28m3（平積 0.2m3）吊能力 1.7t

賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 普通作業員

Ｒ２ 運転手（特殊）

Ｒ３ 土木一般世話役

Ｒ４ 特殊作業員

材料

Ｚ１ 砂 再生砂 土質が中埋砂の場合

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

②  364②  364 Ⅳ−4−②−5

５．土量は，締固め後の土量とする。

コード番号 ＳＰＤ 8 8 5

②  364②  364 Ⅳ−4−②−5

５．土量は，締固め後の土量とする。

コード番号 ＳＰＤ 8 8 5

４

５

６



② 365② 365 Ⅳ−4−②−6 ②  365②  365 Ⅳ−4−②−6

６．施工数量は，土砂においては地山土量とし，アスファルト塊においては舗装版破

砕前の体積とする。

コード番号 ＳＰＤ 8 8 7



② 366② 366 Ⅳ−4−②−7 ②  366②  366 Ⅳ−4−②−7

コード番号 ＳＰＤ 8 8 9

起



② 367② 367 Ⅳ−4−②−8

Ⅳ-4-②-8 

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．８ 軽量鋼矢板設置・撤去 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１

バックホウ（クローラ型）［超小旋回型・

クレーン機能付・排出ガス対策型(第 2次基準値)] 

山積 0.28m3（平積 0.2m3）吊能力 1.7t 

賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 普通作業員

Ｒ２ 特殊作業員

Ｒ３ 土木一般世話役

Ｒ４ 運転手（特殊）

材料

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油

Ｚ２ －

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

３－６ 覆工板設置・撤去

（１）条件区分

覆工板設置・撤去に積算条件区分はない。

積算単位は，m2とする。

（注）１．電線共同溝工における覆工板の設置・撤去等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損

料等を含む）を含む。ただし，覆工板の賃料は含まない。

２．覆工板設置・撤去の施工数量は，工事中の延べ設置・撤去面積とする。 

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．９ 覆工板設置・撤去 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１

バックホウ（クローラ型）［超小旋回型・

クレーン機能付・排出ガス対策型(第 2次基準値)] 

山積 0.28m3（平積 0.2m3）吊能力 1.7t 

賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 普通作業員

Ｒ２ 運転手（特殊）

Ｒ３ 特殊作業員

Ｒ４ 土木一般世話役

材料

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油

Ｚ２ －

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

②  367②  367 Ⅳ−4−②−8

３．覆工板賃料は，「第Ⅱ編第５章⑥仮設材設置撤去工」により別途計上する。

コード番号 ＳＰＤ 8 9 1

②  367②  367 Ⅳ−4−②−8

３．覆工板賃料は，「第Ⅱ編第５章⑥仮設材設置撤去工」により別途計上する。

コード番号 ＳＰＤ 8 9 1



② 368② 368 Ⅳ−4−②−9 ②  368②  368 Ⅳ−4−②−9

コード番号 ＳＰＤ 8 9 3



② 369② 369 Ⅳ−4−②−10 ②  369②  369 Ⅳ−4−②−10



② 370② 370 Ⅳ−4−②−11 ②  370②  370 Ⅳ−4−②−11



② 371② 371 Ⅳ−4−②−12

Ⅳ-4-②-12

３－８ 受金具（材料費）

（１）条件区分

受金具（材料費）における積算条件区分はない。

積算単位は，個とする。

３－９ 支持金具（材料費）

（１）条件区分

支持金具（材料費）における積算条件区分はない。

積算単位は，個とする。

３－10 管路受台（スペーサ）（材料費）

（１）条件区分

管路受台（スペーサ）（材料費）における積算条件区分はない。

積算単位は，個とする。

３－11 プレキャストボックスブロック設置

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．12 プレキャストボックスブロック設置 積算条件区分一覧 

（積算単位：個） 

ボックスブロック１個当り質量 

1,000㎏以下 

1,000㎏を超え 4,000㎏以下 

4,000㎏を超え 11,000㎏以下 

（注）１．上表は,プレキャストボックスブロックの設置，水抜きドレーンの設置等，その施工に

必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．特殊部（プレキャストボックス）は，側壁，上部躯体，下部床版からなる個々のブロッ

クより構成される。

３．上表にて計上するボックスブロック個数は，蓋，受枠を除く側壁，上部躯体，下部床版

によるブロック数を計上する。なお，上部躯体質量は，蓋部，調整リング及び受枠の質量

を含めないものとする。 

４．水抜きドレーン材は，必要量を別途計上する。 

（プレキャストボックスブロック参考図）

特殊部（上部躯体）

特殊部（側壁）

特殊部（蓋部）

特殊部（下部床板）

②  371②  371 Ⅳ−4−②−12

コード番号 ＳＰＤ 8 9 4

コード番号 ＳＰＤ 8 9 5

コード番号 ＳＰＤ 8 9 6

コード番号 ＳＰＤ 9 0 1

②  371②  371 Ⅳ−4−②−12

コード番号 ＳＰＤ 8 9 4

コード番号 ＳＰＤ 8 9 5

コード番号 ＳＰＤ 8 9 6

コード番号 ＳＰＤ 9 0 1



② 372② 372 Ⅳ−4−②−13 ②  372②  372 Ⅳ−4−②−13



② 373② 373 Ⅳ−4−②−14 ②  373②  373 Ⅳ−4−②−14

コード番号 ＳＰＤ 9 0 3

コード番号 ＳＰＤ 9 0 4



② 374② 374 Ⅳ−4−③−1 ②  374②  374 Ⅳ−4−③−1



② 375② 375 Ⅳ−4−③−2 ②  375②  375 Ⅳ−4−③−2



② 376② 376 Ⅳ−4−③−3 ② 376② 376 Ⅳ−4−③−3

コード番号 ＳＰＤ 9 1 1

コード番号 ＳＰＤ 9 1 3

Ⅳ-4-③-3 

３． 施工パッケージ

３－１ 舗装版破砕

（１）条件区分

舗装版破砕に積算条件区分はない。

積算単位は，m2とする。

（注）１．舗装厚さ 15cm 以下のアスファルト舗装版破砕積込作業の他，その施工に必要な全ての機械・

労務・材料費（損料等を含む）を含む。

２．バックホウによる舗装厚さ 15cm以下のアスファルト舗装版破砕積込作業以外の場合は，「第Ⅳ

編第３章②舗装版破砕工」による。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．１ 舗装版破砕 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 3次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3） 
賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 運転手（特殊） 

Ｒ４ － 

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ２ － 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 

３－２ 床掘り

（１）条件区分

床掘りに積算条件区分はない。

積算単位は，m3とする。

（注）床掘作業及び基面整正の他，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．２ 床掘り 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 3次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3）
賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 普通作業員

Ｒ２ 土木一般世話役

Ｒ３ 運転手（特殊）

Ｒ４ －

材料

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油

Ｚ２ －

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

Ⅳ-4-③-3 

３． 施工パッケージ

３－１ 舗装版破砕

（１）条件区分

舗装版破砕に積算条件区分はない。

積算単位は，m2とする。

（注）１．舗装厚さ 15cm 以下のアスファルト舗装版破砕積込作業の他，その施工に必要な全ての機械・

労務・材料費（損料等を含む）を含む。

２．バックホウによる舗装厚さ 15cm以下のアスファルト舗装版破砕積込作業以外の場合は，「第Ⅳ

編第３章②舗装版破砕工」による。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．１ 舗装版破砕 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考

機械

Ｋ１
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 3次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3）
賃料

Ｋ２ －

Ｋ３ －

労務

Ｒ１ 普通作業員

Ｒ２ 土木一般世話役

Ｒ３ 運転手（特殊）

Ｒ４ －

材料

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油

Ｚ２ －

Ｚ３ －

Ｚ４ －

市場単価 Ｓ －

３－２ 床掘り

（１）条件区分

床掘りに積算条件区分はない。

積算単位は，m3とする。

（注）床掘作業及び基面整正の他，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．２ 床掘り 代表機労材規格一覧

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 3次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3） 
賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 運転手（特殊） 

Ｒ４ － 

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ２ － 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 



② 377② 377 Ⅳ−4−③−4 ②  377②  377 Ⅳ−4−③−4

コード番号 ＳＰＤ 9 1 5

コード番号 ＳＰＤ 9 1 7

コード番号 ＳＰＤ 9 1 9

Ⅳ-4-③-4 

３－３ 埋戻し

（１）条件区分

埋戻しに積算条件区分はない。

積算単位は，m3とする。

（注）１．埋戻し・締固め，埋設表示シートの設置作業の他，締固め機械の損料・運転経費等，その施工

に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。ただし，中埋材（材料費）及び埋

設表示シート（材料費）は含まない。

２．埋戻しに砂を使う場合の砂材料費は，別途計上する。

３．埋設表示シートの材料費は，別途計上する。

４．水締めにおける用水に関する経費が必要な場合は，別途計上する。

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．３ 埋戻し 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 3次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3） 
賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 特殊作業員 

Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ２ － 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 

３－４ 中埋材（材料費）

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．４ 中埋材 積算条件区分一覧

(積算単位：m3)

中埋材料

購入土

砂

砕石

（注）中埋材の数量は必要量とする。

３－５ 埋設表示シート（材料費）

（１）条件区分

埋設表示シート（材料費）に積算条件区分はない。

積算単位は，ｍとする。

（注）埋設表示シートのロス率は，次表を標準とする。

表３．５ ロス率（Ｋ）

材料名 埋設表示シート

ロス率 ＋0.02



② 378② 378 Ⅳ−4−③−5 ②  378②  378 Ⅳ−4−③−5

コード番号 ＳＰＤ 9 2 1

Ⅳ-4-③-5 

３－６ 基礎材

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．６ 基礎材 積算条件区分一覧

(積算単位：m2)

砕石の厚さ 砕石の種類

7.5cm以下

（表 3.7）
7.5cmを超え12.5cm以下

12.5cmを超え17.5cm以下

17.5cmを超え20.0cm以下

（注）１．上表は，厚さ 20cm 以下の基礎材の敷均し・締固め作業の他，締固め機械の損料・運転経費等，そ

の施工に必要な全ての機械・労務・材料費(損料等を含む)を含む。

２．基礎材の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.17）

表３．７ 砕石の種類

積算条件 区分

砕石の種類

クラッシャラン 80～0 

クラッシャラン 40～0 

クラッシャラン 30～0 

クラッシャラン 20～0 

高炉スラグ CS-40

高炉スラグ MS-25

高炉スラグ HMS-25

再生クラッシャラン 80～0 

再生クラッシャラン 40～0 

各種

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．８ 基礎材 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音型・

排出ガス対策型（第 3 次基準値）］山積 0.45m3（平積

0.35m3） 

賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 特殊作業員 

Ｒ４ 運転手（特殊） 

材料 

Ｚ１ 再生クラッシャラン RC-40 

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 



② 379② 379 Ⅳ−4−③−6 ②  379②  379 Ⅳ−4−③−6

コード番号 ＳＰＤ 9 2 3

Ⅳ-4-③-6 

３－７ 埋設部管路材設置

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．９ 埋設部管路材設置 積算条件区分一覧

(積算単位：ｍ) 

本体管の材質 さや管の材質 設置区分 さや管の条数

コンクリート製 VU・FEP管類
本体管設置 －

さや管設置 （表 3.10）

合成樹脂製

VU管類 本体管及びさや管設置 （表 3.10）

FEP管類
本体管設置 －

さや管設置 （表 3.10）

鋼 製 － 本体管設置 －

（注）１．上表は，本体管，本体管用スリーブ，伸縮継手の設置作業及びさや管，さや管用スリーブ，伸縮継手

の設置，通線確認，管内清掃の作業の他，本体管の材質が合成樹脂製のさや管設置（ＦＥＰ管類）の場

合のさや管引込用ウインチの損料及びベルマウス等の費用等，その施工に必要な全ての機械・労務・材

料費(損料等を含む)を含む。ただし，スリーブ(材料費)及び伸縮継手（材料費）は含まない。

２．スリーブ及び伸縮継手の材料費は別途計上する｡

３．管路材の材料ロスを含む。（標準ロス率は，＋0.01）

４．コンクリート製には，ヒューム管を含む。

５．本体管設置の鋼製は，さや管のない構造でφ50㎜の場合に適用する。

６．さや管設置のＶＵ管類は，数ｍ毎に管材どうしを現場接続する管材を用いる場合に適用し，ＦＥＰ管

類は，長尺で現場接続が不要な管材を用いる場合に適用し，管材種が異なっても設置方法が同一であれ

ば上表を適用する。

７．さや管設置延長は，条数に関係なく本体管延長の数量をいう。 

表３．10 さや管条数

積算条件 区分

さや管の条数

1管

2管

3管

4管

5管

6管

7管

8管

9管

10管

11管

12管

13管

14管

15管

16管

17管

18管

19管

20管



② 380② 380 Ⅳ−4−③−7

Ⅳ-4-③-7 

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．11 埋設部管路材設置 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・

超低騒音型・クレーン機能付・排出ガス対策型

（第 3次基準値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3）

吊能力 2.9t 

・賃料

・本体管の材質がｺﾝｸﾘｰﾄ製で本体

管設置の場合 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 特殊作業員 

Ｒ４ 運転手（特殊） 
本体管の材質がｺﾝｸﾘｰﾄ製で本体管

設置の場合 

材料 

Ｚ１ 

ボックスカルバート RC B300×H300×L2000 

T-25 土被り 0.2～3.0m

本体管の材質がｺﾝｸﾘｰﾄ製で本体管

設置の場合 

硬質塩化ビニル管（VU管 JIS K6741） 

φ250mm 

本体管の材質が合成樹脂製でVU管

類の本体管及びさや管設置又は

FEP管類の本体管設置の場合 

管路材 ポリエチレン被覆軽量鋼管 φ50mm 
本体管の材質が鋼製で本体管設置

の場合 

FEP 50mm 

本体管の材質がｺﾝｸﾘｰﾄ製でさや管

設置又は本体管の材質が合成樹脂

製で FEP管類のさや管設置の場合 

硬質塩化ビニル管（VU管 JIS K6741） 

φ50mm 

VU 管類の本体管及びさや管設置の

場合 

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油 
本体管の材質がｺﾝｸﾘｰﾄ製で本体管

設置の場合 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 



② 381② 381 Ⅳ−4−③−8 ②  381②  381 Ⅳ−4−③−8

コード番号 ＳＰＤ 9 2 5

コード番号 ＳＰＤ 9 2 7



② 382② 382 Ⅳ−4−③−9 ②  382②  382 Ⅳ−4−③−9

コード番号 ＳＰＤ 9 2 9

コード番号 ＳＰＤ 9 3 1

Ⅳ-4-③-9 

３－10 伸縮継手（材料費）

（１）条件区分

伸縮継手（材料費）に積算条件区分はない。

積算単位は，個とする。

３－11 ハンドホール

（１）条件区分

条件区分は，次表を標準とする。

表３．14 ハンドホール 積算条件区分一覧 

(積算単位：個) 

クレーン機種

バックホウ（クローラ型） 

ラフテレーンクレーン 4.9t吊 

ラフテレーンクレーン 16t吊 

ラフテレーンクレーン 20t吊 

ラフテレーンクレーン 25t吊 

（注）１．ハンドホール，蓋，固定板，支持金具の設置作業の他，その施工に必要な全ての機械・労務・

材料費（損料等を含む）を含む。ただし，ハンドホール蓋（材料費），ハンドホール固定板(材料

費)及び支持金具（材料費）は含まない。

２．ハンドホール蓋，ハンドホール固定板及び支持金具の材料費は，別途計上する。

Ⅳ-4-③-10

（２）代表機労材規格

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。

表３．15 ハンドホール 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒
音型・クレーン機能付・排出ガス対策型（第 3次基準
値）］山積 0.45m3（平積 0.35m3）吊能力 2.9t 

賃料 

ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第 1次基準値）］4.9t吊

賃料 

ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第 1次基準値）］16t吊

賃料 

ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第 1次基準値）］20t吊

賃料 

ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型・
排出ガス対策型（第 1次基準値）］25t吊

賃料 

Ｋ２ － 

Ｋ３ － 

労務 

Ｒ１ 普通作業員 

Ｒ２ 土木一般世話役 

Ｒ３ 特殊作業員 

Ｒ４ 運転手（特殊） 
バックホウ（クローラ型）の
場合 

材料 

Ｚ１ ハンドホール 900×900×900mm 蓋無し

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油 
バックホウ（クローラ型）の
場合 

Ｚ３ － 

Ｚ４ － 

市場単価 Ｓ － 
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